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は
じ
め
に

　
日
本
人
は
和
紙
に
深
い
愛
情
を
持
ち
、
特
に
そ
の
歴
史
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
き

た
。
そ
れ
が
、
関
連
研
究
を
展
開
さ
せ
る
最
大
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
先
行
研
究
は
、
大
き
く
二
つ
の
傾
向
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
前
近
代
の

史
料
に
現
れ
た
紙
の
名
称
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
写
本
・
印
刷
本

の
料
紙
な
ど
と
し
て
現
存
す
る
資
料
を
対
象
と
し
た
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
着

実
な
研
究
成
果
を
蓄
積
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
た
と
え
ば
前
者
の
研
究
で
は
、
和

紙
の
種
類
・
紙
質
・
製
造
法
な
ど
に
関
し
て
、
充
分
な
研
究
が
さ
れ
て
い
な
い
。
一

方
、
後
者
の
研
究
で
も
、
書
誌
的
な
調
査
・
分
類
が
中
心
で
、
紙
質
に
関
す
る
厳
密

な
調
査
は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
文
献
に
見
え
る
和
紙
の
あ
り
方
と
、
現
存
す
る
和

紙
が
、
双
方
向
か
ら
体
系
的
に
研
究
対
象
と
さ
れ
る
の
は
、
主
に
近
世
以
降
の
事
例

に
限
ら
れ
て
い
る
点
も
、
改
善
の
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
千
葉
県
佐
倉

市
）
の
所
蔵
品
の
な
か
か
ら
、
古
代
～
中
世
前
期
に
か
け
て
の
現
物
資
料
を
主
対
象

と
し
て
、
和
紙
の
紙
質
・
形
態
を
調
査
し
、
原
材
料
・
製
造
法
を
分
析
し
た
。
同
館

が
所
蔵
す
る
古
文
書
・
古
典
籍
は
、
国
内
で
も
質
・
量
と
も
に
最
高
ク
ラ
ス
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
か
ら
精
選
さ
れ
た
資
料
を
対
象
と
し
た
こ

と
で
、
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
調
査
は
、
二
〇
〇
八
年
八
月
～
二
〇
〇
九
年
十
一
月
に
か
け
て
延
べ
十
二
日
間
に

わ
た
り
、「
日
本
古
代
に
お
け
る
「
文
書
主
義
」
の
導
入
と
、
そ
の
展
開
過
程
」（
日

本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
、
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
八
年
度 

特
別
研
究
員
奨
励

費
）・「
紙
素
材
と
し
て
の
古
文
書
・
古
典
籍
の
機
能
論
的
研
究
―
「
史
料
学
」
確
立

の
た
め
の
基
礎
作
業
―
」（
同
、
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
〇
年
度 

若
手
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
）

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
調
査
の
際
に
は
、
吉
岡
眞
之
（
二
〇
〇
九
年
度
ま
で

歴
史
研
究
系
教
授
）・
渡
辺
滋
（
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
外
来
研
究
員
）
が
同
席
し
、
積
極

的
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
な
お
並
行
し
て
行
わ
れ
た
渡
辺
に
よ
る
館
蔵
史
料
の
書

誌
調
査
の
成
果
は
、「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
古
代
史
料
に
関
す
る
書
誌
的

検
討
」
と
し
て
本
誌
〔
一
五
三
号
、二
〇
〇
九
年
十
二
月
〕
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　
調
査
方
法
に
関
し
て
付
言
し
て
お
く
と
、
今
回
の
調
査
対
象
と
な
っ
た
史
料
の
多

く
は
指
定
品
（
国
宝
・
重
要
文
化
財
・
重
要
美
術
品
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
実
際
の
調

査
に
際
し
て
は
、
和
紙
資
料
の
表
面
を
各
種
の
顕
微
鏡
で
慎
重
に
観
察
す
る
非
破
壊

方
式
を
採
っ
た
。
つ
ま
り
、
試
料
採
取
に
よ
る
繊
維
分
析
は
全
く
行
っ
て
い
な
い
。
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こ
の
点
、
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
資
料
出
納
に
関
わ
る
各
種
の
煩
雑
な
業
務
に
ご
協
力
を
賜
っ
た
資
料
係
の
皆
さ
ん

に
謝
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

［
本
論
］
和
紙
の
製
法

　
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
古
代
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
和
紙
の
製
法

（
49
）
は
、現
存
す
る
最
初
期
の
事
例
か
ら
推
測
す
る
に
、古
代
中
国
の
蔡
倫
（
後
漢
）

に
よ
っ
て
改
良
さ
れ
た
製
法
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
伝
来

当
初
の
製
紙
法
に
関
す
る
規
定
の
た
ぐ
い
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
『
養
老

職
員
令
』（
天
平
宝
字
元
年
〈
七
五
七
〉
施
行
）の
図
書
寮
条
に
「
造
紙
手
」・「
紙
戸
」

な
ど
に
関
す
る
簡
略
な
規
定
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
時
代
は
下
る
が
、
平

安
中
期
の
『
延
喜
図
書
寮
式
』（
延
長
五
年
〈
九
二
七
〉
撰
修
、康
保
四
年
〈
九
六
七
〉

施
行
〉
に
書
か
れ
た
紙
屋
院
で
の
製
紙
工
程
な
ど
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
古
代
の
和

紙
の
製
法
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

  

ま
ず
は
、
紙
の
原
料
と
な
る
麻
（
26
）
や
楮
（
7
）
を
適
当
な
長
さ
に
切
断
し
て

（「
截
」）、
木
灰
液
な
ど
で
煮
る
（「
煮
」
86
）。
煮
え
終
わ
っ
た
原
料
か
ら
、
洗
せ
ん
じ
ょ
う滌

（
12
）
な
ど
の
作
業
に
よ
っ
て
異
物
（
15
・
25
）
や
未
蒸
煮
物
（
55
・
77
）
を
取
り
除

く
（「
択
」）。
な
お
こ
の
ま
ま
で
は
、
原
料
と
な
る
繊
維
が
長
す
ぎ
て
、
紙
漉
き
が

し
に
く
い
の
で
短
く
切
る
（
20
・
76
）。
そ
の
上
で
、
分
散
・
膨
潤
軟
化
さ
せ
る
た

め
に
臼
な
ど
で
搗
く
が
（「
舂
」
81
）、
こ
の
作
業
に
よ
り
原
料
に
粘
性
が
生
じ
る
。

そ
の
後
、
こ
れ
を
漉
き
槽
に
入
れ
、
水
中
で
充
分
に
撹
拌
し
て
、
繊
維
を
分
散
さ
せ

る
（
13
・
14
・
56
・
62
・
78
・
82
）。

　
以
上
の
作
業
の
後
、
紗
を
敷
い
た
漉
き
簀
の
桁け
た
を
両
手
で
持
ち
、
漉
き
槽
内
の
紙

料
液
を
簀
の
な
か
に
す
く
い
込
む
。
そ
し
て
桁
を
平
ら
に
し
て
前
後
・
左
右
に
揺
り

動
か
し
、
紙
料
液
の
繊
維
を
絡
み
合
わ
せ
る
。
漉
き
枠
か
ら
の
水
の
滴
下
が
終
わ
っ

た
ら
、
床
板
の
布
に
伏
せ
、
紗
布
を
被
せ
て
板
を
載
せ
、
石
な
ど
を
重
し
に
し
て
、

紙
層
か
ら
水
を
絞
り
出
す
。
そ
の
後
、
乾
燥
板
に
貼
り
付
け
、
乾
か
し
て
紙
に
す
る
。

　
こ
の
製
法
は
紙
料
液
を
桁
内
に
溜
め
た
ま
ま（
＝「
捨
て
水
」の
工
程
を
へ
な
い
）、

湿
紙
（
乾
燥
さ
せ
る
前
の
紙
）
を
形
成
す
る
の
で
、「
溜
め
漉
き
法
」（
8
）
と
呼
称

さ
れ
る
。
こ
の
製
法
に
よ
っ
て
漉
い
た
紙
は
、
部
分
的
な
厚
薄
や
凸
凹
を
生
じ
や
す

い
。
そ
う
し
た
紙
は
筆
で
文
字
を
書
き
に
く
い
の
で
、
一
旦
乾
燥
さ
せ
た
後
、
紙
の

表
面
を
木
槌
な
ど
で
叩
い
て
平
ら
に
す
る「
打う
ち

紙が
み

」や
、表
面
を
固
い
も
の
で
磨
く「
瑩

紙
」
な
ど
の
表
面
加
工
の
作
業
（
3
・
6
・
9
・
11
・
22
・
36
・
47
・
54
・
60
）
を
行

う
必
要
が
あ
っ
た
。

　
さ
て
日
本
社
会
に
お
け
る
紙
利
用
が
本
格
化
し
、紙
の
需
要
が
増
加
し
て
い
く
と
、

次
第
に
原
料
不
足
が
問
題
化
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
用
い
て
い
た
繊
維
だ
け
で

な
く
、
雁
皮
（
5
・
52
）
な
ど
の
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
植
物
も
原
料
と
し
て
利
用
し
よ

う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
試
行
し
て
み
る
と
、
こ
の
種

の
植
物
を
利
用
し
て
作
っ
た
紙
料
液
は
、
従
来
の
原
料
を
利
用
す
る
場
合
よ
り
も
粘

性
が
高
く
、
結
果
的
に
表
面
の
平
滑
な
紙
が
漉
け
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
現
象
を
ヒ
ン
ト
に
、
紙
料
液
の
な
か
に
何
ら
か
の
粘
性
物
質
を
加
え
て

粘
性
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
漉
き
枠
か
ら
の
水
の
滴
下
を
遅
ら
せ
、
そ
の
間
に
桁

内
の
紙
料
液
を
大
き
く
揺
り
動
か
し
な
が
ら
紙
層
を
形
成
さ
せ
、
最
終
的
に
残
っ
た

液
は
向
こ
う
側
に
流
し
捨
て
る
と
い
う
、
新
た
な
漉
き
法
が
発
明
さ
れ
た
。
こ
の
製

法
に
よ
れ
ば
、
楮
の
長
い
繊
維
も
切
断
せ
ず
に
漉
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
紙
の

表
面
は
平
ら
に
な
る
の
で
、
成
紙
後
に
打
紙
な
ど
の
表
面
加
工
を
施
さ
な
く
て
も
文

字
が
書
け
る
な
ど
の
利
点
も
あ
っ
た
。
こ
の
製
法
は
、
紙
料
液
を
流
し
捨
て
る
こ
と

か
ら
「
流
し
漉
き
法
」（
1
・
70
・
75
・
84
）
と
呼
ば
れ
、
和
紙
の
中
心
的
な
製
法
と

し
て
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
流
し
漉
き
法
は
、
原
料
繊
維
を
切
断
す
る
工
程
が
な
い
点
や
、
漉
き
槽
に
「
ネ
リ

剤
」（
48
）
と
呼
ば
れ
る
粘
性
の
高
い
液
体
を
添
加
し
て
、
繊
維
が
水
中
で
集
ま
ろ

う
と
す
る
性
質
（
凝
集
性
）
と
沈
も
う
と
す
る
性
質
（
沈
殿
性
）
と
を
抑
制
す
る

点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
際
に
用
い
る
漉
き
具
は
、
竹
ヒ
ゴ
や
萱
な
ど
を
編
ん
だ
簀

（
10
・
27
・
41
・
85
・
88
）
を
桁
に
挟
ん
だ
漉
き
枠
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
抄
紙
に
は
、
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以
下
の
よ
う
に
三
つ
の
工
程
が
あ
る
。

①
「
初う
ぶ
み
ず水

」（
又
は
「
化
粧
水
」）
と
呼
ば
れ
、
少
量
の
紙
料
液
を
簀
の
全
面
に
広

げ
、
繊
維
を
薄
く
均
一
に
分
散
す
る
工
程
。

②
「
調
子
」
と
呼
ば
れ
、
紙
料
液
を
多
量
に
く
み
込
み
、
求
め
る
紙
質
に
応
じ
て

紙
料
液
を
何
回
も
く
み
込
み
、
縦
揺
り
も
横
揺
り
も
行
う
工
程
。

③
「
捨
て
水
」
と
呼
ば
れ
、
枠
内
に
残
っ
た
紙
料
液
と
と
も
に
浮
遊
し
て
い
る
異

物
な
ど
を
流
し
捨
て
る
工
程
。

　
な
お
ネ
リ
剤
の
効
用
で
、
各
紙
層
の
繊
維
同
士
の
接
着
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
の

で
、
簀
か
ら
剥
が
し
た
湿
紙
は
、
そ
の
ま
ま
何
枚
も
重
ね
合
わ
せ
て
搾
水
で
き
る
。

た
だ
し
、
こ
の
製
法
で
は
、
厚
い
紙
が
作
り
に
く
い
と
い
う
大
き
な
欠
点
が
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、寿
岳
文
章『
日
本
の
紙
』〔
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
七
年
四
月
〕を
は
じ
め
、

和
紙
関
連
の
先
行
研
究
の
多
く
は
、
和
紙
の
製
法
と
し
て
こ
の
二
つ
の
漉
き
方
の
み

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
溜
め
漉
き
法
」
か
ら
直
接
「
流
し
漉
き
法
」
に

移
行
し
た
と
い
う
説
明
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
中
世

に
は
こ
の
二
つ
と
は
異
な
る
製
法
で
漉
か
れ
た
紙
が
、
多
く
利
用
さ
れ
て
い
た
〔
山

本
信
吉
・
宍
倉
佐
敏
『
高
野
山
正
智
院
伝
来
資
料
に
よ
る 
中
世
和
紙
の
調
査
研
究
』
特
種

製
紙
株
式
会
社
、
二
〇
〇
四
年
九
月
〕。
具
体
的
に
い
う
と
、
表
裏
に
お
け
る
繊
維
の

方
向
性
（
30
・
34
・
45
・
58
）
が
異
な
る
事
例
が
、
ほ
と
ん
ど
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
奈
良
時
代
に
「
溜
め
漉
き
法
」
で
漉
か
れ
た

紙
は
、
製
紙
の
過
程
で
繊
維
の
動
き
が
生
じ
な
い
の
で
、
表
裏
と
も
に
繊
維
の
方
向

性
は
な
く
、
両
面
同
一
の
状
態
で
あ
る
、
一
方
、
近
世
ま
で
に
一
般
的
と
な
る
「
流

し
漉
き
法
」
で
漉
か
れ
た
紙
の
場
合
は
、「
初
水
」
の
工
程
で
簀
面
に
繊
維
を
縦
に

流
し
、「
捨
て
水
」
の
工
程
で
も
縦
に
流
し
捨
て
る
の
で
、
表
裏
と
も
に
繊
維
は
縦

に
流
れ
て
い
て
、
方
向
性
は
同
一
と
な
る
。
つ
ま
り
、
従
来
紹
介
さ
れ
て
い
る
い
ず

れ
の
製
法
に
よ
っ
て
も
、表
裏
で
繊
維
の
方
向
性
が
異
な
る
紙
が
漉
か
れ
る
こ
と
は
、

基
本
的
に
あ
り
得
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
中
世
の
和
紙
は
、
片
面
の
繊
維
に
流
れ
が
あ
り
、
も
う
片
面
の
繊
維
は

流
れ
が
な
い
も
の
が
非
常
に
多
い
。
こ
う
し
た
現
象
は
、従
来
の「
溜
め
漉
き
」か「
流

し
漉
き
」
か
と
い
う
二
者
択
一
の
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
理
解
し
が
た
い
。
両
者
の

先
後
関
係
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
は
い
え
、
前
者
か
ら
後
者
に
技
術
的
な
展
開
が
生

じ
る
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
と
は
別
の
漉
き
方
が
過
渡
的
に
存
在
し
て
い
た
可
能

性
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
前
述
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
紙
は
、
平
安
時

代
の
間
に
、
旧
来
の
「
溜
め
漉
き
法
」
の
工
程
に
、
の
ち
の
「
流
し
漉
き
法
」
に
お

け
る
「
初
水
」（
又
は
「
化
粧
水
」）
と
呼
ば
れ
る
工
程
（
＝
簀
の
面
に
繊
維
を
均
一

に
分
散
す
る
工
程
）
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
で
き
あ
が
っ
た
紙
に
、
繊
維
の
流
れ
が
あ
る
面
と
、
流
れ
の
な

い
面
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
製
紙
法
を
「
半
流
し
漉
き
法
」（
21
）
と
呼

称
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
溜
め
漉
き
法
」
か
ら
「
流
し
漉
き
法
」
へ
と
移
行
す
る
過
程
に
は
、

両
者
の
特
徴
を
併
せ
持
っ
た
製
紙
法
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
回
調
査

し
た
史
料
の
な
か
に
は
、
巻
子
や
掛
け
軸
な
ど
と
し
て
表
装
・
裏
打
（
2
）
さ
れ
て

お
り
、
料
紙
の
両
面
が
観
察
で
き
な
い
事
例
も
多
く
、
す
べ
て
に
渡
り
表
裏
の
関
係

を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、平
安
後
期
～
中
世
前
期
の
古
文
書
・

古
典
籍
の
多
く
は
こ
の
製
法
で
漉
か
れ
た
こ
と
自
体
は
、
明
確
に
確
認
で
き
た
。
こ

う
し
た
製
法
の
発
生
時
期
や
具
体
的
な
展
開
の
過
程
な
ど
に
関
し
て
は
、
今
後
も
調

査
事
例
を
蓄
積
し
て
い
く
過
程
で
、
次
第
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

［
結
論
］
今
回
の
調
査
か
ら
分
か
っ
た
こ
と

　
今
回
の
調
査
で
は
、
主
に
古
代
～
中
世
に
か
け
て
製
紙
さ
れ
た
和
紙
を
対
象
と
し

た
。
そ
の
際
、
特
に
調
査
の
有
効
性
を
高
め
た
の
は
、
歴
史
学
の
見
地
か
ら
対
象
史

料
に
関
す
る
十
分
な
調
査
・
分
析
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ど
の
よ
う
な
人
物
（
地
位
・
経
済
力
・
教
養
）
が
、
い
つ
、
ど
う
い
っ
た
目
的
で
利

用
し
た
紙
な
の
か
明
ら
か
な
事
例
が
検
討
で
き
た
。
ま
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の

所
蔵
史
料
が
広
く
各
時
代
に
渡
る
こ
と
も
あ
り
、「
溜
め
漉
き
法
」（
古
代
紙
）
か
ら
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「
半
流
し
漉
き
法
」（
中
世
紙
）
に
い
た
る
過
程
が
、
様
々
な
事
例
に
よ
っ
て
同
時
に

比
較
で
き
た
こ
と
も
幸
い
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
調
査
対
象
と
し
た
紙
の
種
類
（
用

途
・
地
域
）
が
豊
富
だ
っ
た
こ
と
も
、
特
筆
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
諸
々
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
す
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
有
意
義
な
調
査
が
遂
行
で
き
た
。

　
今
回
の
調
査
結
果
は
膨
大
な
も
の
な
の
で
、
個
々
の
史
料
に
関
す
る
所
見
に
つ
い

て
は
、
一
覧
表
や
、
付
載
の
顕
微
鏡
写
真
な
ど
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ

で
は
、
と
り
あ
え
ず
私
の
関
心
に
沿
っ
て
、
要
目
を
以
下
の
様
に
ま
と
め
て
お
く
。

１
、「
溜
め
漉
き
法
」
で
漉
か
れ
た
古
代
紙
に
比
べ
、「
半
流
し
漉
き
法
」
で
漉
か

れ
た
中
世
紙
は
地
合
が
良
く
、
長
い
繊
維
の
方
向
性
が
均
一
で
あ
る
。

２
、「
半
流
し
漉
き
法
」
で
漉
か
れ
た
中
世
紙
の
な
か
に
は
、「
流
し
漉
き
法
」
で

は
作
り
に
く
い
厚
紙
（
23
・
29
）
や
、
チ
リ
の
少
な
い
白
色
紙
が
多
い
。

３
、
調
査
資
料
の
な
か
に
は
、
高
級
紙
（
31
・
46
・
57
・
80
）
の
特
徴
で
あ
る
大

型
紙
（
19
）
が
多
く
、
利
用
主
体
の
地
位
・
経
済
力
・
教
養
の
高
さ
が
確
認

で
き
た
。
つ
ま
り
、「
利
用
者
の
社
会
的
立
場
が
、
紙
質
か
ら
判
断
で
き
る
」

（
66
）
と
い
う
こ
と
が
、
今
回
の
調
査
か
ら
も
確
認
で
き
た
。
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資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐63‐322 東宮御元服記 淡い黄色紙。繊維（楮）は長く，方向性はない。しかし地合は良く，これを丁寧

に打紙してある。こうした特徴から，ネリ剤を使用した溜め漉き法によって製紙さ
れたものと思われる。高品質紙といえる。

H‐63‐323 東宮御元服部
類記

H‐63‐322と同一紙である。なお第 20 紙以前は淡い黄色紙だが，第 21～23 紙
は打紙した白色紙である。両者は見た目には異なる紙にも見える。実際，後の
三枚はチリが少く，地合は良いが薄い紙である。また白色度から見て，繊維をレ
チングしたと思われる。このように両者の原料処理の方法は多少異なるようであ
る。しかし繊維の方向性・地合などに違いはないので，同一人が同一の抄紙法
で漉いたものと判断してよいだろう。

H‐63‐332 年中行事鈔残
巻（北山抄 巻
三）

乳白色紙。楮を萱簀で漉いた紙。地合いの良い所と悪い所がある。米粉は使
われていない。チリは少ない。虫喰いが部分的に多く，一部は紫色カビの発生
している。最近の修復で用いられた表具は紙を縦に使用している（ただし，裏打
ちは正位で使用されている）。

H‐63‐355 夕拝部類 茶色紙。楮のやや薄い紙に，弱く打紙している。チリは少ないが，虫喰いがある。
H‐63‐386

公卿補任
天平宝字八年～
神護景雲三年 淡い茶色の楮を打紙している。虫喰いとチリが少量ある。裏打ちあり。

H‐63‐387 神護景雲四年～
　　天長十年

現状では全体に茶色～薄茶色に変色し，特に前半の紙にはシミが多い。楮の
揺すりの少ない流し漉き法で漉かれた紙。チリは少ない。

（1）揺すりの少な
い流し漉き

H‐63‐388 永承元年～
　　承暦三年

楮の流し漉き紙を，弱く打紙している。チリは少ないが，紙は全体に茶色で，部
分的にシミがある。裏打紙あり。

（2）裏打紙

H‐63‐389 承暦四年～
　　嘉承二年

前半は茶色で，楮の流し漉き紙を磨いた瑩紙。チリは少ない。裏打紙がある。
中間は，やや濃い茶色の楮の流し漉き紙。この部分の紙は未蒸解繊維が少量
混じり，墨のニジミが少ない瑩紙である。後半は前半と同じ紙。

H‐63‐390 天永二年～
　　長承二年 淡い茶色で，楮の流し漉き紙を弱く打紙している。チリは少ない。

H‐63‐391 長承三年～
　　久寿二年

淡い茶色で，楮の流し漉き紙を打紙している。チリ・虫喰いが少量あり，一部に
シミがある。

H‐63‐392 貞和元年～
　　観応二年

楮の瑩紙だが，墨のニジミがないので，さらにドーサ処理を加えたものと思われる。
チリは少ない。

（3）瑩紙でニジミ
がない

H‐63‐393 天文十年～
　　弘治三年

やや厚い淡い茶色紙。楮繊維の流れが少ない瑩紙（あるいは弱い打紙）。ニジ
ミは少ない。チリ・虫喰いは少量ある。

H‐63‐435 叙除拾要 淡い茶色の薄紙，楮の流し漉き紙を打紙している。チリが少ない良質紙。
H‐63‐468

除目部類御記
茶色紙。萱簀痕がある楮の大型の薄紙を打紙している。

H‐63‐469 楮を萱簀で流し漉きして打紙している。チリの少ない紙。第 57 ～ 64 紙までは
萱簀痕が少なく，繊維の流れも少ない。

H‐63‐470 淡茶色の大型紙。萱簀痕がある。地合の良い楮の流し漉き紙を打紙している。
チリも，虫喰いも少ない。

H‐63‐536 任国例 楮を大型の萱簀で漉いたやや厚紙を打紙している。チリは少なく，繊維の方向
性は少ない。地合のよい良質紙。

H‐63‐540 春除目任官歴
名

楮を萱簀で半流し漉きしたものを，打紙している。一部に地合が悪く，繊維分散
が良くなく，紙が薄いなどの異質紙が含まれている。

H‐63‐542 符宣抄別本
（別聚符宣抄）

本来は乳白色紙であったと思われるが，現在は淡い茶色に変色してしまっている。
萱簀跡（13 本／3㎝）がある楮の半流し漉きを，打紙してある。厚さ100μm，重さ
3.6ｇ，寸法横 26.8×縦 18.8㎝。下部に焼けた部分がある，チリは少ないが，虫
喰いがあり，地合いは良くない。白色度が高いので，楮をレチングした上で漉い
た紙と推定される。

（4）変色

H‐63‐553 弁官補任 楮の半流し漉き紙を打紙。第 2・9 紙は高白色紙。第 28・29 紙は同質の高白
色紙で強く打紙しているが，打紙した紙に特徴的に見られる繊維のヤケがないの
で，レチングした繊維で作られたものと思われる。なお第 5 紙は，明確な流し漉き。

H‐63‐554 法曹至要抄 乳白色紙，楮に米粉を加えた流し漉き紙。チリが少ない。
H‐63‐563 律 巻三 淡い茶色紙。萱簀跡をうっすらと視認することができる。繊維（楮）の方向性が

少なので，漉き枠を揺すりながら漉いたと思われる。未蒸解繊維があり，未分散
繊維も多く，地合いは悪い。この楮紙を打紙して，厚みは現状で 70μm程度になっ
ている。打紙の結果，紙にチャリツキ感が生じている。修補の際，裏打ち紙は
貼られていない。なお，切断された未蒸解物が散見されるのは，製紙の過程で，
楮の白皮を切断後，蒸煮した結果と想定される。

H‐63‐564 令義解 キハダ染めした楮。地合が良くない流し漉き紙を，打紙している。
H‐63‐640

清原重憲記
天養元年正月 乳白色紙，楮に米粉を加えた流し漉き紙。チリは少なく地合が良い。薄い裏打

紙がある。
H‐63‐641 天養元年二月 H‐63‐640と同質紙。
H‐63‐642 天養元年

　　三～四月 H‐63‐640と同質紙。

H‐63‐643 天養元年正月 クリーム色の薄紙。楮の流し漉き紙で，チリが少ない。簀痕あり（3㎝に 24 本と
細い竹簀，糸幅 3.7㎝）。

調査結果の一覧表
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資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐63‐656 親経卿記

（自筆）
治承四年
　　五～七月

チリの少ない楮の紙。打紙されていないが墨のノリは良いので，ニカワを塗布し
ていると思われる。料紙に生じている変色は，このニカワが引き起こしている可
能性が高い。

H‐63‐691
経光卿記

（自筆）

寛喜三年三月 すべて楮の大型紙。簀目は見えないが，打紙され，地合の良い紙が多く含まれ
る。この地合の良い紙は，楮の繊維が切断されているので，溜め漉き法で漉か
れたものと考えられる。一方，地合が良くない紙は，長い楮の繊維からなっており，
一次利用面の繊維には流れがある。ただし二次利用面には，ほとんど繊維の方
向性が見えないので，半流し漉きの紙と考えられる。繊維が流れた面（繊維が
平らな表面）を一次利用した上で，凹凸のある面（裏面）も利用するために打紙
して二次利用したものと推測される。なお第 41 紙は継紙されている。

H‐63‐693 寛喜三年四月 H‐63‐691と同様，楮のチリの少ない打紙。
H‐63‐694 寛喜三年四月 前巻と同質紙が使われている。ただし，打紙されていない紙とされている紙とが

混ざっている。一次利用の段階からニカワが塗布されていて表裏ともに墨の乗り
が良い紙は，二次利用に先だって打紙する必要のある紙（半流し漉きの紙は裏
面に凹凸があって，そのままでは文字が書けない）と，事前に分けられていたの
であろう。

H‐63‐824 兼仲卿記
（自筆）

永仁元年十二月 紙の形（大きさ）はさまざまであるが，いずれも楮紙を打紙したもの。兼仲が二次
利用した紙には，繊維の分散が少なく，地合の崩れが目立つなど，父親・経光
の用いる紙に比べ，紙質の劣ったものが多い（彼の紙を見る力は弱いと感じる）。
その要因としては，地位の低さ・交友の範囲の狭さなどが想定される。なお，こ
のうち地合の崩れがある紙は，紙の漉き手の技術が未熟なため，紙の厚薄が大
きい部分と小さい部分があるのを修正できないまま成紙にしたものと考えられる。

H‐63‐937 扶桑略記 巻第四 薄い楮紙。全て打紙してあるが，紙によって打ち方に強弱がある。第 2・3 紙は
打ち方が弱く，第 7・11 紙は打ち方が強い（通常は「斐紙」と称される紙）。第
18 紙は，とくに繊維間が詰まっている。漉き方は，第 2・3・8・12・15・17 紙は流
し漉きである。

（5）斐紙
（6）繊維間が詰

まっている

H‐65‐1‐1‐1
越前島津家文
書

将軍家（久明親
王）政所下文

楮の大型の厚紙。打紙されてはいないが，表面が平らなので，地合は良いとい
える。打紙などの物理的な表面加工がなされていないにもかかわらず，墨が表
面に乗っているので，ニカワ処理されていると推定される。

H‐65‐1‐1‐5 後醍醐天皇綸旨 楮に米粉を加えてある灰色紙。表面の繊維に方向性がみられないので，溜め漉
きした宿紙（薄墨紙）と推定される。竹簀跡があり（18 本／3㎝），地合いは悪い。
打紙はされていない。紙漉を担当した漉き工の技術が低かったためであろう，表
面の出来映えの荒さが目立つ。南北朝期の宿紙の実例で，地合は良く寸法は
大型だが，墨の残留物が多い。前回利用した際の墨色が残った粗紙と考えられ
る。

H‐67
正倉院文書

造仏所作物帳 
写集論疏充紙帳 料紙は，楮を溜め漉きして，打紙している。

（7）楮 
（8）溜め漉き 
（9）打紙

H‐68 新羅飯万呂請暇
解 竹簀痕（3㎝に 17 本）が見られる。楮を溜め漉きして，ニカワ塗布している。 （10）竹簀痕 

（11）膠（ニカワ）
H‐69 東大寺文書 伊賀国名張郡司

解 表面の綺麗な楮の瑩紙。

H‐70 唐招提寺文書 備前国津高郡収
税解 淡い茶色紙。洗滌・攪拌分散が不十分である。結束繊維が残っている楮紙に，

ニカワを塗布している。
（12）洗滌 
（13）攪拌 
（14）結束繊維

H‐71 東寺文書 紀伊国那賀郡司
解 異物のない良質な楮紙。 （15）異物

H‐72 東大寺文書 東大寺奴婢帳 乳白色の薄紙（ただし，紙によって厚さに差がある）。細い楮に米粉を加えて流
し漉きした地合いの良い紙に，弱い打紙が施されている。やや虫喰いがある。
なお見返し部分（別紙）は，太い楮に米粉を加えて漉き，弱い打紙を施した紙。

（16）虫喰い
（17）米粉
（18）地合が良い

H‐73‐1
高山寺文書

源義経書状 白色紙。楮の流し漉き紙。虫喰いが少量ある。なお H‐73 の紙は全て流し漉き
であるが，繊維の流れは非常に少ない。

H‐73‐2 平親宗書状 楮の流し漉き紙。虫喰いが少量あり。
H‐73‐3 藤原光範書状 楮の流し漉き紙。虫喰いがやや多い。
H‐73‐4 某仮名消息 白色紙。楮に米粉を加えた半流し漉き紙。虫喰いが半分の部分あり。
H‐73‐5 平頼盛書状 白色紙。楮に米粉を加えて流し漉きした。虫喰いが多い。
H‐73‐6 藤原実長書状 高白色紙。楮に米粉を加えて流し漉きした。虫喰いが少量あり。
H‐73‐7 平光盛書状 高白色紙。楮に米粉を加えて流し漉きした。虫喰いが少量あり。
H‐73‐8 平清房書状 白色紙。楮に米粉を加えて流し漉きした。虫喰いが少量あり。
H‐73‐9 藤原長経書状 白色紙。楮に米粉を加えて流し漉きした。虫喰いが少量あり。
H‐73‐10 法橋長暹書状 楮の流し漉き紙。虫喰いが少量あり。
H‐73‐11 藤原宗頼奉書 楮の流し漉き紙。虫喰いが少量あり。
H‐73‐12 源兼保請文 楮の流し漉き紙。虫喰いが少量あり。
H‐73‐13 親行書状 白色紙。楮に米粉を加えた流し漉き紙。虫喰いが少量あり。



235

［国立歴史民俗博物館蔵　古文書・古典籍料紙の調査］……宍倉佐敏

資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐73‐14

高山寺文書
藤原長経書状 白色紙。楮に米粉を加えた流し漉き紙。虫喰いが少量あり。

H‐73‐15 越前国司庁宣 楮の流し漉き紙。虫喰いが少量あり。
H‐73‐16 為成書状 白色紙。楮に少量の米粉を加えて，流し漉きしている。
H‐73‐17 朝通書状 白色紙。楮に少量の米粉を加えて，流し漉きしている。
H‐73‐18 宗成書状 楮の流し漉き紙。
H‐73‐19 藤原成家請文 白色紙。楮に米粉を加えて，流し漉きしている。
H‐73‐20 信実書状 楮の流し漉き紙。未蒸解繊維が少量ある。
H‐73‐21 丹後国司下文 楮の流し漉き紙。
H‐73‐22 宗亮書状 楮の流し漉き紙。
H‐73‐23 僧隆慶書状 楮の流し漉き紙。
H‐73‐24 有実書状 楮の流し漉き紙。未蒸解繊維が少量ある。
H‐73‐25 紀俊守言上状 白色紙。楮に米粉を加えた，流し漉き紙。
H‐73‐26 中原盛家請文 楮の流し漉き紙。未蒸解繊維が微量にある。
H‐73‐27 中原家憲解 楮の流し漉き紙。チリは少ない。
H‐73‐28 隆政請文 楮の流し漉き紙。未蒸解繊維が微量にある。
H‐73‐29 信経書状 白色紙。楮に米粉を加えて，流し漉きしている。虫喰いがある。
H‐73‐30 僧興蓮請文 楮の流し漉き紙。
H‐73‐31 某注進状 白色紙。楮に米粉を加えて，流し漉きしている。
H‐73‐32 侍所旬日見参注

文 高白色紙。楮に米粉を加えて，流し漉きしている。

H‐73‐33 藤原雅長書状 楮の流し漉き紙。
H‐73‐34 藤原惟基請文 楮の流し漉き紙。
H‐73‐35 三善盛季請文 楮の流し漉き紙。
H‐74‐1

栄山寺文書
栄山寺牒 大型の楮紙。 （19）大型紙

H‐74‐2‐1 栄山寺牒 第 1紙は，紙漉の途中で簀を揺らす作業を止めているので，簀目が見える。第
2～ 3紙は止めずに流しているので，簀目はよく見えない。三枚とも結束繊維が
混入するが，特に第１紙に多い。打紙などはしていないが，繊維の間に何か混
入物があるので，表面にニカワなどを塗布した可能性が高い。

（20）切断された
楮

（21）半流し漉き

H‐74‐2‐2 栄山寺牒 三枚ともに同じ紙。半流し漉き法で漉かれた紙か。打紙などはしていない。第
2紙の糸目は2.5㎝。

H‐74‐2‐3 栄山寺牒 三枚ともに同じ紙。楮の半流しか。ただ特に第3紙で，やや繊維の結束が目立つ。
いずれも繊維に何かを詰めている。できた後に，表面にデンプンを塗ったか（そう
すると，表面が白くなり，文字がにじまない）。

H‐74‐2‐4 栄山寺牒 楮（切断の必要がない繊維）を切断している（平安期の一時期に行われた技
法）。一方で，長い繊維カスも残る（やや不可思議な現象である）。紙はみな同質。

H‐74‐2‐5 栄山寺牒 上に同じ。なお以上の栄山寺牒には，細かいチリの混入などなどの特徴が共通
する。

H‐74‐2‐6 僧永俊請文 上に異物などの傾向も同じ。
H‐74‐2‐7 興福寺政所下文 第１紙は繊維が詰まっている印象。デンプンか。
H‐74‐2‐8 栄山寺牒 上に同じか。
H‐74‐3‐1 興福寺政所下文 楮。磨いているか。 （22）磨いた瑩紙
H‐74‐3‐2 栄山寺牒 楮。繊維に方向性があまりない。H‐74‐2の紙と傾向が似ている。
H‐74‐3‐3 栄山寺牒 楮。磨いてあるが，ニカワは塗布していない。繊維に方向性があまりない。
H‐74‐3‐4 栄山寺牒 楮。切断された繊維と，そうでない繊維が混在する。料紙の下方に水分がたまり，

湿損が生じている。
H‐74‐3‐5 栄山寺牒 これまでの「栄山寺牒」と同じような印象。
H‐74‐3‐6 栄山寺牒 四枚とも，真ん中に折り目のような痕がある。
H‐74‐3‐7 栄山寺牒 上手い紙。これまでのものとは違う。紙の寸法も，これ以前より大きい（良い紙）。

楮を磨いている。ゴミが非常に少ない。繊維間が非常に詰まっている。
H‐74‐3‐8 栄山寺牒 磨いてある（瑩紙）。異物が多い。
H‐74‐3‐9 栄山寺牒 これまでの「栄山寺牒」と同じ紙。
H‐74‐3‐10 興福寺政所下文 磨いて（瑩紙），ニカワを塗布している。
H‐74‐3‐11 興福寺政所下文 第 1紙と第 2紙で紙のできは異なる（第 2紙はできが良くない）が，表面処理は

磨いてからニカワ（またはドーサ）を塗布してある点で共通する。
H‐74‐3‐12 興福寺政所下文 楮。異物が多く，できが悪い。表面は磨いている。ニカワも塗布しているか。
H‐74‐3‐13 栄山寺牒 良い紙。寸法も大きい。表面は磨いた上で，ドーサ引きしてある。これまでの「栄

山寺牒」の紙とは，別の製紙主体から入手した可能性が想定される（大きさや
紙のできから見て，明らかに作っている人が違う）。
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資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐75

栄山寺文書
官宣旨

紙厚 200μmの白色紙。チリの少ない半流し漉きの楮紙。
（23）厚み 
（24）白色紙 
（25）チリ

H‐76 起請文 白色紙。チリが少ない楮の紙にニカワを塗布している。
H‐77 大安寺文書 大安寺資財帳 表紙は，麻紙の平滑な紙（繊維はやや判別しにくい）。本紙は，萱簀跡が視認

できる茶色の厚紙。チリは少ないが，地合いの悪い檀紙風の楮紙を，キハダ染
めして打紙を施したもの。

（26）麻紙 
（27）萱簀 
（28）檀紙 
（29）厚紙

H‐78 八坂神社文書 延暦寺政所下文 白い楮紙。異物が少ない良質紙。
H‐79 平宗盛書状 白色度が高い（レチングしたと思われる）。大型紙（本来の幅は６０㎝以上あった

ようである）。繊維の方向性が少ない流し漉きの厚紙。地合いが良く，チリも少
ない。表面が平滑な楮の高級な瑩紙。藍染めされた楮の繊維が，微量に混入
している（この紙を漉く直前に，色紙を漉いていたためだろう）。

（30）繊維方向性
（31）高級紙
（32）藍染め

H‐80 高山寺文書 大江広元書状 大型の淡い茶色の薄紙（横は 55㎝）。楮を流し漉きして磨いた良質紙（チリは
少ない）。薄紙を磨いた珍しい紙。

H‐81 後宇多院宸記 楮を大型の萱簀で漉いた厚紙。地合は悪く，打紙もしていないが，裏面は磨い
ているようである（表面は具注暦と日記本文。裏面は日記裏書）。大型紙・厚紙・
白いなど，当時の良い紙の三条件を備えているとは判断できる。

H‐97 愚昧記（自筆） 二種の紙が使われている。前半の料紙は大型でチリも結束繊維も少ない乳白色
紙（紙厚 120μm）。地合が比較的良い，楮の溜め漉き紙。後半の料紙も同質紙。
途中の紙（自筆書状の部分）は 3㎝に 13 本の萱簀痕があり，洗滌の少ない楮紙
を打紙している。

（33）乳白色紙

H‐98 中右記部類 巻第七 萱簀跡が僅かに見える薄紙。初期の流し漉きと思われる（繊維の流れが弱い）
地合いの楮紙を打紙した。チリは少ないが，虫喰いは少量ある。裏打紙は薄い
雁皮紙を使用している。紙背にも文字が記されているので，それも読めるように
するため，透明性の高い雁皮紙を使用したものと推測される。

（34）繊維の流れ
が少ない

H‐132 大和物語 灰茶色紙。雁皮に楮を混ぜて漉いたものを打紙している。
H‐133‐1

源氏物語
わかむらさき 表紙は変色しているが，楮紙にニカワを塗布した打紙。本紙は淡い灰茶色で，

チリは少ないが，シミがあり，やや地合いの悪い楮の流し漉き紙を，打紙してある
（厚み 70μm）。綴じ紐は絹と思われる。

H‐133‐2 絵あわせ ほぼ同じ。
H‐133‐3 みゆき 本紙は，上記の紙と同一紙。紙厚が 80μmもあるのは，打紙の工程がやや不十

分だった結果だろう。
H‐133‐4 あけまき 本紙は，楮紙にニカワを塗布して打紙したもので，部分的にニカワ層が剥げてい

る。表面にモモケがある。他の冊と，糸の綴じ方が異なる。
H‐133‐5 かしわぎ 本紙は，上記の紙と同質であるが，汚れ・虫喰い・チリがない良質紙である。紙

厚は 100μmで，簀目のうちの編み糸が視認できる紙もある。
H‐133‐6 すずむし 冒頭部分は他の冊と同質の紙だが，冊の途中に墨流しや，吹き染めの模様があ

る洒落た紙が混じる。紙厚は 65μm。
H‐139 万葉集 巻第十一 表紙は，ロウ箋紙が使われている（中国からの輸入紙と推定される）。本紙は，

薄茶色の紙で，シミなどで茶色に変色した部分がある。楮の流し漉きと思われるが，
地合いが非常に良く，切断された未蒸解繊維束がみられるので，楮の白皮を切
断後，蒸解したと推定される。丁寧に打紙されている良質紙である。なお，同封
された旧綴糸は絹と思われる。

（35）ロウ箋

H‐168 白氏文集・
新楽府

茶色紙。地合は良く，チリは少ない。表面の繊維の方向性はないが，裏面の繊
維には流れがあるので，半流し漉きと考えられる。楮紙を強く打紙してあるのでチャ
リツキ感がある。触診の際，こうした雁皮紙のような紙音が生じるのは，ニカワを
塗布して打紙したため，紙の緊度が高くなったからだろう。

H‐172‐1
史記（宋版）

第一冊 表紙は，竹紙に顔料を塗布した紅色紙で，厚み 1.15㎜の厚紙。極札は，竹紙
に柿色の顔料を塗布してある。台紙は薄茶色で，楮を流し漉きした瑩紙。本紙は，
薄い灰色紙でチリは少なく，繊維間が詰まっている竹紙。

H‐172‐2 第二冊 表紙・極札・台紙は，第一冊と同じ。旧の台紙は楮紙。本紙は，灰茶色の竹紙。
貼り付け紙は，米粉を加えた楮紙。

H‐172‐3 第三冊 第二冊と同じ。
H‐172‐4 第四冊 第二冊と同じ。
H‐172‐5 第五冊 第二冊と同じ。
H‐194

瑜伽師地論
巻第十八

（藤南家知識経）楮紙をキハダ染めして弱く打紙。チリは少ないが，フケは多い。

H‐195 巻第二十
（天平十二年
　  五月一日経）

切断した苧麻を紗で溜め漉きした薄紙。地合はよく，チリも少ない良質紙。打紙
して，ニカワを塗布したものと思われる。

H‐196 善見毘婆沙論 巻第十六 切断された楮を，竹簀で溜め漉きした大型紙。打紙したうえでキハダ染めしてい
る。チリは少ないが，地合は良くない。
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資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐197 毘婆沙論 巻第七 切断された楮を竹簀で漉き，打紙してキハダ染めした。濃い茶色に変色した紙。

地合は良いが，細い未分散繊維がある。
H‐198 大智度論 巻第八十七

（神護寺一切経）
濃い藍染め紙。紺紙金泥経。文字の反射が美しい。藍染めにより，繊維が観
察しにくいが，この紙には雁皮が混合していると推測される。その理由は，楮の
みで漉いた紙は水に耐える強度がないので，水に強い雁皮を加えることにより，
藍液を数回以上塗布することが可能になり，濃い藍色紙が作成できるからである。

H‐202 大般若波羅密
多経

（七ツ寺一切経） 楮を大型の萱簀で揺すりながら溜め漉きして，打紙してから濃いキハダに染めた。
チリは少ないが，地合は悪い。

H‐205
妙法華経如来
神力品

第二十一
酸化劣化が生じている。雁皮を混合した楮紙に，細かく切断した金箔を撒き散ら
し，銀泥で罫線を書いている。

H‐206 表紙は，藍染した雁皮の紺色紙。本紙は，雁皮を混合した楮紙にドーサ処理して，
金粉・銀粉を撒き散らしてある。なお金粉や銀粉は，紙の表面に定着しにくいので，
定着させるのにドーサを塗布する必要がある。本資料の場合，おそらくこのため
に塗布したドーサの量が多かったためであろう，酸化劣化が生じている。

（36）酸化劣化

H‐208 諸経要集 巻第十四
（石山寺一切経）チリの少ない竹紙。ただし，なかには地合は良くない紙も混じる。 （37）竹紙

H‐209 四分律蔵 巻第四十三
（天平十二年　
　  五月一日経）

切断された苧麻の紙を打紙している薄紙。チリが少なく，地合も良い。

H‐211 金剛頂経瑜伽 十八会指帰 楮の薄紙を打紙している。チリは少ないが，虫喰いが多い。
H‐214‐2‐1 百万塔陀羅尼

経
薄茶色紙。竹簀跡が僅かに見える。楮を溜め漉きした地合いの良い紙にニカワ
を塗布した上で，キハダ染めしている（楮の形態は判定できなかったが，切断さ
れている可能性が高い）。チリ・汚れはない。この種の陀羅尼は比較的多くみら
れるもので，なかには苧麻紙・雁皮と楮混合紙・楮の長さの異なる紙・楮とオニシ
バリの混合紙など多種類が存在する。

（38）オニシバリ

H‐214‐2‐2 百万塔陀羅尼
経

楮の溜め漉き紙。表面は平滑だが地合いは悪い。繊維の詰まり具合からは，瑩
紙と推定される。チリは少なく，汚れもない。現状では乳白色に見える。この種
の色の陀羅尼経は珍しいが，調査の結果，観賞用に額縁に入れ長年放置した
ために，空気中の酸や蛍光灯の光などにより，変色したものと判明した。実際，
裏面にはキハダ染めしたと思われる茶色が，キレイに残っている。

H‐226 版本成唯識論
了義燈

巻第一（春日版）薄灰色に変色しているが，元は楮をレチングした白色紙と推定される。大型紙で，
萱簀跡が見える紙もある。チリが少なく，各工程で丁寧な作業が行われたことが
推測できる。部分的に地合いがわるかったり，上下に厚薄があったりする。また
シミや少量の虫喰いもある紙が混じる。紙厚は 90μm前後。

H‐468‐1 大織冠伝
（多武峰縁起）

白色紙。楮の流し漉き紙。虫喰いは少量あるが，チリは少ない。この白さはレチ
ングしたことによる可能性が高い。

H‐468‐2 春日若宮神主
祐茂百首和歌 白色の楮紙。地合が良くソフト感がある良質紙。

H‐468‐3 都玉記 基本的に，半流し漉き法で漉いた楮紙を，二次利用に際して打紙している。そ
のうちでも第 5 紙と第 7 紙は紙質が似通っており（非繊維細胞が多く残る），第
16 紙と第 17 紙もそれぞれ似通っている（繊維の流れ）。第 11 紙では打紙が弱
い。第 19 紙では，米粉の混入が想定される。なお第 22 紙では，漉き方は流し
漉きで，未蒸解繊維が多い（揺すったので，繊維結束が紙の上下に集中してい
る）。第 24・27～31 の各紙も流し漉きである（そのうちで，少なくとも30・31 の両
紙は同質紙）。第 32 紙は未分散繊維が多い（打紙しても未分散の部分は繊維
焼けを起こさずに白いまま）。第 35 紙は，流し漉きで打紙をしていないが，地合
はよい。

H‐504 紫紙金字大方
広仏華厳経

巻第六十三 楮に雁皮を加えた紙に，ドーサ処理して紫草で染めた瑩紙。

H‐505 紺紙金銀字大
阿羅漢難提密
多羅所説法住
記

（中尊寺一切経）
楮と雁皮を混ぜて漉いた紙に，藍染めして打紙。

H‐506 紺紙金銀字佛
説孝子経

（中尊寺一切経）楮と雁皮を混ぜて漉いた紙に，藍染めして打紙。

H‐509 七支念誦随行
法

乳白色紙。楮紙を打紙してあるが，紙によって打ち方に強弱がある。虫喰いが
多い。

H‐510 大乗義章 巻第二十 紙を縦に使った綴じ本。太めの竹簀で楮を漉き，打紙している。虫喰いが多い。
H‐511 宗鏡録論 巻第五・六 前記紙と同じ紙で，未分散繊維があり，地合が悪い。
H‐550 請観世音菩薩

消状毒害陀羅
尼呪経

ネリ剤を使用した溜め漉き法で漉き，打紙した楮紙。未分散繊維があり，地合は
良くない。

H‐600‐24 明月記（自筆） 切断された楮を漉いた地合の良い薄紙。ソフト感があり，表面は平滑で，墨は
全て繊維の上にのっているので，表面にはニカワ塗布かドーサ処理がされている
可能性が高い。なお付属の極め札（近世）は，木灰液で煮た三椏紙である。

（39）三椏
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資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐606 紺紙金字維摩

詰経
巻上・下 楮に雁皮を加えて漉いた紙を藍染めした。少量の虫喰いがある。

H‐638 釈摩迦衍論 巻第二 表紙は楮の紙に柿渋を塗布した紙。本文は白色紙で，楮を流し漉きした大型の
薄紙を弱い打紙してある。チリは少なく，地合も良い良質紙。

（40）柿渋

H‐692 釈摩迦衍論 巻第三 H‐638と同質紙。
H‐693 大悲胎蔵界受

明潅頂作法次
第

楮の地合の良い流し漉きの薄紙を打紙している（平安時代とすると，珍しい紙で
ある）。チリは少なく，地合は良いが，虫喰いが多く，異常な変色も生じている。

H‐694 大毘盧遮那成
仏経疏

楮を萱簀で流し漉きして，打紙している。チリは少ないが部分的に変色があり，
虫喰いも多い。ニカワと思われる物質で繊維間は詰まっている。墨の文字は繊
維の上にのっている。

H‐695 胎蔵秘密略大
軌 楮を太い竹簀で半流し漉きして打紙している。ちり少ないが，虫喰い多い。

H‐699 梵字 悉曇章 白色紙。楮を揺すりのある溜め漉きで漉き，磨いた瑩紙。ソフト感があり，チリは
少なく，地合の良い上質紙。

H‐701 瑜伽師地論 巻第七十八 楮をゆっくりと流し漉きして，繊維が上下に集まっている紙を打紙してキハダ染め
している。

H‐707 解深密経 巻第五 切断された楮を細い竹簀で溜め漉きした薄紙。打紙してキハダ染めしている。
チリは少ないが，シミによる変色が多い。

H‐743‐41 春玉抄
（春玉秘抄）

黄色紙。楮の地合の良くない流し漉き紙。非繊維細胞が残り，虫喰いがある。
太さの異なる萱簀を使用している。重さ3.7g・紙厚 115μm・横 42㎝・縦 22㎝。

（41）太さの異な
る萱簀

H‐743‐74 延喜式 17 冊の紙は萱簀痕が見え，太い萱簀（3㎝に 13 本）で漉いた楮紙。他の紙は
全て同質紙で，楮の地合の良い流し漉き紙。

H‐743‐95 中御門宣光記
（自筆）

表紙は赤味の白紙。楮の厚紙で，ソフト感が強くあるが，表面の繊維は毛羽立っ
ている。本文の紙は楮の宿紙。表面の繊維に弱い流れがあるが，地合は悪い。
表側と裏側の表情が異なっている。

H‐743‐97 興福寺蓮成院
日記 繊維の方向性がない楮紙で，表面が粗い。

H‐743‐123 請雨経日記 楮を流し漉きした地合の良くない薄紙を打紙している。紙を縦に使用。表紙は
再生紙を使用。

（42）紙を縦に　
使用

（43）再生紙
H‐743‐124 祈雨御修法日

記
いずれの紙も楮紙である。第 4 紙では簀痕が見える。第 5 紙と第 6 紙は一通
の書状をなしているが，別の紙である（前者は簀が見えず，後者は簀が見えて
未分散繊維が多い）。また第１紙の繊維間には何か詰まっている。第 2 紙以下
はすべて米粉が入っている。

H‐743‐136 醍醐雑事記 薄茶色紙。楮繊維が強く流れている薄い紙。少量の未分散繊維やフケなどもあ
るが，チリは少ない。

H‐743‐138 醍醐要書 楮に米粉を加えて流し漉きした白色紙。簀痕からは，竹簀（3㎝に 17 本）で漉い
たものと推定される。紙の重さ4.3g・紙厚 140μm・横 29㎝・縦 24㎝の冊子本。

H‐743‐174 延暦寺文殊堂
供養文書

楮の地合の良い流し漉きした薄紙。チリは少ないが，非繊維細胞が残っていて
虫喰いが多い。

H‐743‐175
弘法大師御遺
告

赤味を感じるクリーム色（色の品が良い）の紙。楮の地合の良い流し漉き紙（大
型紙）を打紙している。良質紙。

H‐743‐176 鮮やかな黄色。楮の地合の良い半流し漉き紙。萱簀痕あり（3㎝に12本，糸幅6.5
㎝）。チリは少ないが，虫喰いが多い。高野紙の高級紙と思われる。

（44）高野紙

H‐743‐177 天平経断簡 切断された楮で漉いた紙。打紙してキハダ染めしている。紙厚の薄い部分が数
カ所に存在する。これは，漉いた湿紙を脱水後，接着した湿紙同士を剥がす時に，
上手く剥がせず生じた現象。なお後半部の紙は白色紙で，切断された楮を竹簀
で溜め漉きして弱い打紙をしている。地合の良い大型紙（横の長さ57㎝）。

H‐743‐181‐1
縁起勧進文書

地蔵堂結縁八講
縁起

第 1 紙…白色紙。楮に雁皮を混ぜた地合の良い流し漉き紙。 
第 2 紙…白色紙。楮の地合の良い流し漉き紙。未蒸解・未分散繊維がある。 
第 3 紙…白色紙。楮の地合の良い，シワのある檀紙風の流し漉き紙。

H‐743‐181‐3 弘法大師等身木
像造立勧進状 H‐743‐181‐1と同質の紙。第 5 紙は雁皮の流し漉き紙。

H‐743‐182‐5 近衛油小路地
寄進及沽却文
書

秦重延家地売券 楮の地合の良い流し漉きの厚紙。チリは少ないが，虫喰いあり。
H‐743‐182‐6 藤原氏子家地売

券 楮の地合の良い流し漉きの厚紙。チリは少ないが，虫喰いあり。

H‐743‐183‐1 世諦文書 二見坂合部田苅
日記 淡い赤茶色。楮の地合の良い流し漉き紙。未蒸解繊維が少量ある。

H‐743‐185 陀羅尼集経 流し漉きの楮紙。打紙してキハダ染めしている。長い未分散繊維が多く，地合
が悪い。表面には未蒸解繊維もある。大型紙（横の長さ58㎝）。

H‐743‐207‐1 宇治堀家文書 当麻友恒売券 楮を流し漉きしたシワのある厚紙。
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資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐743‐211 大毘盧遮那経

随行儀軌
楮の繊維集合部がある流し漉き。簀痕は見えない。紙にニカワを塗布した上で，
打紙している。チリは少なく，チャリツキ感がある。平安時代の流し漉きの代表
的な紙といえる。流し漉きの技法を試行錯誤している状態が想像される。

H‐743‐214 祈雨読経記 薄クリーム色。楮を流し漉きした地合の良い瑩紙。チリは少ないが，未分散繊
維が少量ある。

H‐743‐215 五宮灌頂日記 白色。楮に米粉を加えて溜め漉きした弱い打紙。虫喰い少量ある。
H‐743‐226 後七日御修法

記
紙を縦に使用。上品なクリーム色の薄紙。楮の地合が良い流し漉き紙を，弱く
打紙している。虫喰いがある。重さ3.6ｇ・厚さ60μm・横 32㎝・縦 25.3㎝。

H‐743‐230‐1
経俊卿記

（自筆）

多くの種類の楮紙からなるが，ほとんどは流し漉き。米粉入り紙はほとんど虫喰
いがあり，打紙された紙は喰われていない。ニカワを塗布しただけの紙もある。

H‐743‐230‐2 第 5・7 紙の紙は，米粉入り楮紙を打紙している（珍しい）。
H‐743‐230‐3 第 1・2 紙の紙は米粉入り楮紙を打紙してあるが，他の紙では米粉の使用はない。
H‐743‐243 釈観世音菩薩

普門品
切断した楮を萱簀で漉き，打紙している。チリは少なく，地合は良いが，虫喰い
は多い。ニカワを塗布しているので，墨のノリは良い。虫喰いはあるが，元来は
高級紙と思われる。

H‐743‐260 高野三股由来
記

小型正方形の冊子で，紙を縦に使用。楮の地合の良くない流し漉き紙を打紙し
ている。未蒸解繊維がある。萱簀で太い糸痕があるなどの特徴から，この紙は
高野山周辺で製紙されたもの（のちにいう高野紙）と思われる。

H‐743‐261 表白集 第四 楮の地合の良い流し漉き紙を打紙。虫喰いあるが，チリの少ない良質紙。
H‐743‐274 大刀節刀契等

事
切断された楮を揺すった溜め漉きで漉き，打紙している。チリは少なく，地合も良
いが，シミ状の汚れが多い。

H‐743‐276 神泉苑請雨経
御修法記 地合が良い楮の厚紙。繊維の流れが少ない萱簀の流し漉き。

H‐743‐282‐1‐3 醍醐山上円光
院文書

太政官牒 繊維の流れが明確な流し漉き。淡い赤茶色の楮紙を，ニカワ塗布後に磨いた瑩
紙。チリは少ないが，洗滌が充分なされておらず，地合もあまり良くない。

（45）流れが明確

H‐743‐282‐1‐4
醍醐山上円光
院文書

官宣旨 繊維の方向性が少ない。流し漉きの淡い茶色の楮紙。非繊維細胞が残ってい
るが，チリは少なく地合も良い。

H‐743‐282‐1‐5 官宣旨 簀目はみえず，繊維の方向性は少ない。流し漉きで，地合は良い。白色の米粉
が混入した白色の楮紙。虫喰いは少量あるが，チリの少ない良質紙（中世の良
質和紙と評価できる）。

（46）何故中世の
良質紙か

H‐743‐285 仮名消息 文安六年女房奉
書等 十通

白色紙。楮の地合の良い流し漉き紙。多数の紙のなかには，簀痕が見える紙も
含まれている。

H‐743‐286‐9
私領地譲手継
文書

大江某家地売券 非繊維細胞が残った楮を，流し漉きした淡い茶色紙。弱いニカワ処理が施され
ている。チリは少ない。

（47）弱いニカワ
処理

H‐743‐286‐10 宮道景親家地売
券 H‐743‐286‐9 に同じ。

H‐743‐296‐1
顕広王記

（自筆）

応保三年
薄紙。楮に雁皮を混ぜた地合の良い溜め漉き紙。

（48）ネリ剤
（49）和紙の

抄紙法
H‐743‐296‐2 長寛三年 前紙と同様な紙。雁皮の量が少ない。紙厚 80μm。
H‐743‐296‐3 仁安二年 前紙と同様な紙。繊維に流れがある。フケがあるが，チリは少ない。
H‐743‐296‐4 承安四年 楮の流し漉き紙。フケは多いが，チリは少ない。
H‐743‐296‐5 安元二年 楮の流し漉き紙に弱く打紙したもの。フケはあるが，チリは少ない。
H‐743‐296‐6 安元三年 H‐743‐296‐5と同質紙。
H‐743‐296‐7 治承二年 前半は，楮に雁皮を混合した紙。中間以降は，楮の流し漉き紙を打紙。紙厚

75μm。未分散繊維があり，地合が悪い。チリは少ない。
H‐743‐297‐1

延命院進退事
権少僧都勝覚解 薄いクリーム色の楮紙。ニカワ塗付した後に打紙していると思われる，チリの少

ない料紙。
H‐743‐297‐2 阿闍梨頼昭解 H‐743‐297‐1とほぼ同質紙。
H‐743‐297‐3 藤原公経解

極薄紙（現代の典具帖紙に似ている）。紙厚 33μm。雁皮に少量の楮を加えて
流し漉きした紙。チリは少なく地合も良い。

（50）極薄紙
（51）現代の

典具帖
（52）雁皮

H‐743‐298‐1
仲資王記

（自筆）

安元三年 楮に少量の雁皮を混ぜて，流し漉きした紙を打紙（あるいは瑩紙か）している（15
本／3㎝）。未分散繊維・未蒸解繊維がある。米粉を加えてあるので，虫喰い
が少量あり，最初の部分にはフケもある。旧外題は楮。

H‐743‐298‐2 文治五年 楮に少量の雁皮を混ぜて，流し漉きした紙を打紙している。地合は良く，チリの
少ない良質紙。

H‐743‐298‐3 建久五年 楮に 20％程の雁皮を混ぜ，流し漉きした紙。地合は良く，チリが少ない。
H‐743‐298‐4 建仁四年 第 1 紙…楮の流し漉き紙。チリは少ない。 

第 2 紙…楮の流し漉き紙，チリは少ないが，フケが多い。
H‐743‐298‐5 元久三年 楮の流し漉き紙を弱く打紙している。地合は良く，チリも少ない。
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資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐743‐298‐6

仲資王記
（自筆）

建永二年 楮の流し漉き紙。未蒸解繊維があり，地合は悪い，チリは少ないが粗紙。
H‐743‐298‐7 承元五年 楮の流し漉き紙。チリは少ない。
H‐743‐298‐8 建暦二年 赤味を感じる薄茶色の紙。楮の流し漉き紙。萱簀痕（3㎝に 14 本）が太い。チ

リは少ないが，虫喰いがある。
H‐743‐351‐1

弓削島庄住人
等解等

伊予国弓削島庄
住人等解

楮の流し漉きで，繊維空間が多い。チリは少ない，ニカワを塗布していると思わ
れる。

（53）繊維空間

H‐743‐351‐2 某紛失状 紙厚120μmの大型紙。簀痕は見えない。洗滌の少ない楮を，流し漉きした良質紙。
チリは少なく，地合も良い。

H‐743‐377 感神院大別当桓
円解

冒頭の料紙は，繊維の方向性の少ない楮の流し漉き紙に，ドーサ処理を施して
ある。チリは少ない。後半部の紙は，簀痕が見え，繊維の方向性がある楮の流
し漉き紙に，ニカワを塗布してある。

（54）ドーサ処理

H‐743‐386‐1
六角室町屋地
古文書

中原清祐家地売
券 未蒸解・未分散繊維の多い，厚い楮の淡い灰色紙。地合が悪く，溜め漉きの粗紙。

表面加工は瑩紙か。
（55）未蒸解繊維
（56）未分散繊維
（57）粗紙

H‐743‐386‐2 佐伯氏女家地売
券

洗滌が少なく，切断された繊維や未蒸解繊維もある，方向性のない地合の悪い
楮紙にニカワを塗布。

H‐743‐386‐3 紀氏女家地売券 繊維に方向性がない。チリが少なく地合が良い楮紙に，ニカワを塗布。 （58）繊維に方向
性がない

H‐743‐386‐4 中原氏女家地売
券

洗滌は少なく，未分散繊維もある。チリは少ない。繊維の方向性がない地合の
良い楮紙に，ニカワを塗布。

H‐743‐387‐1‐1
雑々古文書

藤原則光家地売
券

洗滌は少なく，未蒸解繊維も少量ある。チリは少ない。繊維の方向性が少ない，
地合の良い楮の厚紙。

H‐743‐387‐1‐2 藤原国宗家地売
券

繊維の方向性が少なく，地合の良い楮の厚紙にニカワを塗布。フケがあり，表
面にシワが多く見える。

（59）フケ

H‐743‐387‐1‐14 めうれん家地売
券

繊維の方向性の少ない，楮の半流し漉き紙。表面加工が施されていないので，
墨は繊維の間に沈んで見える。

（60）表面加工 
（61）墨が沈む

H‐743‐387‐2‐1 僧俊延田地売券 大型の未分散繊維が多いが，ちりは少ない。楮の流し漉き紙。 （62）大型の
未分散繊維

H‐743‐387‐2‐2 尼妙法田地売券 繊維の方向性が少なく，地合は良くない。楮の流し漉き紙にニカワを塗布。
H‐743‐387‐2‐3 紀助房田地売券 楮に米粉を加えた，繊維の方向性のない溜め漉き紙を打紙している。
H‐743‐404‐1

普成仏院
（仏名院）文書

美福門院庁下文 やや赤味を感じる楮の厚紙。方向性のある流し漉きで，チリが少なく，地合の良
い良質紙。表面にニカワが塗布されているようである。

H‐743‐404‐2 後白河院庁下文 繊維の方向性がない。地合の良い楮紙にニカワを塗布。虫喰いはあるが，チリ
は少ない。

H‐743‐406 山門根本中堂
供養記 淡い茶色紙。楮の地合の良い流し漉き紙。簀痕が見える紙もある。

H‐743‐409 四種相違疏本
文 楮の紙を打紙してキハダ染め。チリは少ないが，フケが多い。

H‐743‐417 円融院御灌頂
雑事記 白色紙。楮の地合の良い流し漉きの瑩紙。虫喰いあるがチリが少ない良質紙。

H‐743‐419 尊勝法御修法
記

淡い茶色の薄紙。楮の地合の良い流し漉き紙に，弱い打紙を施している。竹簀（3
㎝に 21 本）。薄いが良質紙。

H‐743‐427‐1
在印文書類

太政官牒 楮を流し漉きした白色紙をニカワ処理。チリはないが，大きなフケがある。
H‐743‐427‐2 法印権大僧都某

書下
楮の白色紙。墨は繊維の下に沈んでいるので，ニカワ処理は施されていないと
思われる。チリはみえない。

H‐743‐434 院庁下文 後白河院庁下文 楮の流し漉きで，繊維の流れが速い地合の白色紙。チリは少ないが，フケがある。
楮の繊維の流れかたから，近世の紙と想定される。

H‐743‐444 九条殿遺誡并
日中行事・同
抄出

見返しは，長い未分散繊維多く地合いがわるく，萱簀跡が僅かに見える薄クリー
ム色の薄紙。流し漉きに止めを入れた楮紙。本紙は，萱簀跡が僅かに見えるク
リーム色の紙。漉き方は，繊維の方向性が少ない流し漉き。短い未分散繊維が
あり，地合いがわるい雁皮紙に弱い打紙をしている。第 7 紙は乳白色の厚紙で，
楮に米粉を加えて漉いている。

H‐743‐445 李部王記
（醍醐雑事記）

繊維は，すべて楮である。弱い打紙が第 4・5・13 ～ 15・18 ～ 20 紙で，並の
打紙が第 7 ～ 9 紙で行われている。第 10・22 紙は磨いてある可能性。漉き方
は，全て流し漉きと考えられるが，第 1 紙は揺すりが弱く，第 7・14・15 紙では強
い流しが行われている。米粉が第 1・4・5・6・11・13 紙などで見えるが，うち第 4・
11・13 紙では少量で，第 6 紙では大量である。簀は第 10・20・30 ～ 33 紙が萱
簀で，第 11・22 ～ 29 紙は竹簀。また第 7 紙では未蒸解繊維が多く，第 9 紙に
もある程度混じる。地合は，第 1 ～ 6 紙と第 22 ～ 33 紙は良く，第 11 ～ 21 紙
あたりは悪い。

H‐743‐446 吉続記（自筆） 表紙の紙と裏打紙は同質紙。楮を萱簀で流し漉きした，地合の良い，チリの少
ない紙。本文の紙の第 1 紙は，楮のチリの少ない流し漉き紙。第 2 紙は，楮を
流し漉きした地合の良い白色紙。墨が前半分では沈んでいるが，後半分では繊
維の上にある。これは，ニカワ塗布時の塗り斑と思われる。
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資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐743‐447 拾遺往生伝 黄色（キハダ染めか）の紙。楮の地合が良い流し漉き紙。虫喰いは少量あるが，

チリは少ない良質紙。
H‐743‐449‐1

建内記（自筆）
楮を竹簀で流し漉きした紙。ニカワ・打紙・米粉などの後処理がされていないの
で，地合は良いが表面が粗く，墨は繊維の下に沈んでいる。未分散繊維が目立
つ紙も含まれる。

H‐743‐449‐2 楮の淡い赤茶色紙。地合の良い流し漉き紙。未蒸解繊維が少量ある。繊維間
には米粉と思われる異物が見られ，虫喰いが多い。

H‐743‐449‐3 楮の地合の良い流し漉き紙。チリが少なく，ソフト感がある上級紙。
H‐743‐451 本朝世紀 白色の小皺のある楮紙（檀紙）。チリは少なく，シミは多い。ソフト感のある良質紙。（63）ソフト感
H‐743‐452 神代系図 楮の薄紙。地合の良い流し漉き紙に，弱い打紙を施している。竹簀痕（3㎝に

19 本）がある。チリが少ない。
H‐743‐453 帝系図 淡い灰茶色。楮紙を弱く打紙。地合は良く，チリは少ない。
H‐743‐455 阿不幾乃山陵

記
白色でシワのないソフト感のある，檀紙風の地合の良い楮紙。表面が白いのは，
胡粉を塗布していると思われる。虫喰いは少量ある。

（64）胡粉

H‐743‐456 春記 前半の紙（枚数は少ない）は，薄い楮の流し漉きの打紙。地合は良く，チリが少
ない。紙厚 100μm。中間部の紙（枚数は少ない）は，薄い楮の打紙。未分散
繊維が多く，地合は悪い。紙厚 80μm。中間以降の紙（枚数は多い）は，前半
の紙に類似しているが，紙厚が 0.070㎜と薄く，透明性が高い。

H‐743‐457 文集
（不知文集）

第 1 紙…楮に雁皮を混ぜて漉いた，地合の良い紙。チリは少ない。紙厚
90μm。

第 2 紙以降…楮を流し漉きした薄紙。未分散繊維が多く，地合が悪い。紙厚
70μm。

H‐743‐458 醍醐雑事記 クリーム色の紙。楮の打紙だが，ソフト感がある。何らかの鉱物が内添されてい
るようである。

（65）鉱物

H‐743‐460‐1
白氏文集

巻八 なお表紙は薄クリーム色の雁皮の厚紙に，紺色に染めた楮の水玉模様紙（4 巻
とも同じ）。本紙は萱簀漉き（15 本／3㎝）の茶色紙で，楮を半流し漉きして打紙
している。地合いは良く，虫喰いが少量あるが，チリ・汚れはない良質紙。

H‐743‐460‐2 巻十四 基本的に巻八と同質の紙だが，地合いややわるく，墨のにじみが少々生じている。
H‐743‐460‐3 巻三十五 巻八と同質の紙。
H‐743‐460‐4 巻四十九 他の巻と比べて，地合いのややわるい紙が混じる。
H‐743‐463‐1 大理秘記

（自筆）
全体に楮の地合の良い紙だが，打紙の有無・米粉の使用の有無など，各種の
紙が混じっている。

H‐743‐463‐2 吉続記（自筆） 各地から来た手紙を打紙して日記の料紙にしてあるが，紙は全体に白色で地合
の良い，溜め漉き風の楮紙で，外観の紙質に差は感じられない。修補奥書（近
世の紙）は楮の流し漉きで，パリパリ音があるので，紙漉の際に米糊を混入させ
たものと思われる。表面には，繊維以外の異物が見える。

（66）紙の使用者
の地位

（67）米糊

H‐743‐466‐1
周易

巻一 表紙は，楮紙に竹紙を貼り合わせて，網目のエンボス模様を付けた灰赤茶紙。
本紙は，裏打紙があって観察しにくいが，地合いは良いようである，淡い茶色の
楮紙を打紙している（紙厚は 90μm前後）。チリ・虫喰いは少ない良質紙。

H‐743‐466‐2 巻二 薄茶色の地合いの良い楮の流し漉き紙。繊維間が詰まっている瑩紙。チリは少
ない。

H‐743‐466‐3 巻三 巻一と同質紙。
H‐743‐466‐4 巻四 巻一と同質紙。
H‐743‐466‐5 巻五 巻一と同質紙。
H‐743‐466‐6 巻六 巻二と同質紙。
H‐743‐468 江都督納言願

文集
巻三・六 巻三…楮の地合の良い流し漉き紙を打紙。チリは少ないが，虫喰いは多い。 

巻六…巻三と同質紙で，虫喰いがより多い。
H‐743‐469 宸筆御八講記 楮の赤味のある白色紙。溜め漉き風で地合が良く，チリも少ない。ニカワを塗布

して磨いた瑩紙で，表面はが平滑。フケがあるが，上品な色と紙質を感じる。
H‐743‐470 大嘗会記 細い楮を半流し漉きして打紙している。チリが少量ある。
H‐743‐471 上醍醐薬師堂

吉祥天像供養
願文

第 1 紙…楮に米粉を加えて漉いた地合の良い紙を，弱く打紙している。簀痕が
見えない厚紙で，チリは少なくソフト感がある上質紙。

第 2 紙…第１紙と同質紙であるが，萱簀痕が 3㎝に 13 本あり。
第 3 紙以降…第 1 紙と同様な紙。

H‐743‐473 寛平遺誡 赤味のある白色紙。切断された楮を溜め漉きした地合の良い紙。打紙している。
虫喰いがあるが，チリは少なく，高級感のある上質紙。

H‐743‐474 尊勝寺供養記 楮の地合の良い流し漉きの薄紙。チリは少ないがフケ多い。
H‐743‐475 中右記御仏事

部類
淡い赤黄色（色調からキハダ染めと思われる），楮の地合の良い流し漉き紙。打
紙している。上部にフケあるが，大型の上質紙。

H‐743‐476 白川御堂供養
記

白茶色の薄紙。楮をゆっくりと流し漉きした上級紙。吉野紙や美栖紙のように地
合が良く，チリは少なく，ソフト感がある。
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資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐743‐477 朔旦冬至詔表

文集
全体に打紙をしない，楮の流し漉きの紙である。墨は乗っているが，ややにじむ
場所もあるので，表面にはニカワを塗布していると考えられる。なお，第１紙には
少量の雁皮が混じっている（そのため淡い赤茶色）。また，第 6 紙は紙漉の際に
繊維を半分止めている感じで，方向性がないので，半流し漉きと考えられる。地
合は，全体に補修の後が目立ってハッキリしないものも多いが，第2・6・12紙で悪く，
第 4・5・7 紙で良い印象（ハッキリしないが，第 9～11 紙の地合は良かったのだ
ろう）。第 4・5・11 紙などには米粉が見える。第 8 紙は竹簀，第 10・13 紙は萱
簀だろう。

H‐743‐478‐1 僧平珍款状 楮を切断して溜め漉きした紙と思われる。表面に楮の繊維が多く重なった部分と，
空間がある部分があり，繊維の方向性はほとんどない。表紙を兼ねた紙の裏打
紙は楮の打紙。大きな虫喰い跡は楮紙で裏打。最終部分の紙は，薄い雁皮紙
で裏打ちしている。

H‐743‐478‐2 太政官牒 苧麻を切断した溜め漉き紙。未蒸解や未分散の超長い繊維束があり，これらに
は方向性がない。萱簀痕が見える部分がある。地合は良くない。紙の上下部
が厚いので，簀を揺すった（水はけを早めるため）溜め漉きであろう。

（68）苧麻

H‐743‐487 西宮記 臨時五 包装紙は，竹簀漉きの薄紙，楮に米粉を加えた小型の紙。本紙は，乳白色の
薄紙，裏打ちがあるが，地合いは良いと思われる流し漉きの楮紙を打紙している。
未分散繊維が少量ある紙や，虫喰いがある紙もあるが，チリが少なくソフト感が
ある良質紙。裏打は二重に行われていて，二枚とも楮紙で，二回目の裏打紙は
縦に使用している。下部 3㎝前後の部分に帯状の貼り紙がある。

H‐794 東大寺文書 秦公永吉解 楮を溜め漉きした薄紙。地合は悪いが，チリは少なく結束繊維もない。ドーサ処
理して磨いたと思われる。外観は良質紙である。

（69）外観は良質
紙

H‐796 祈雨日記 第 1 紙…楮に米粉を加えて流し漉きした地合の良い紙。チリはある。紙厚
90μm。簀痕 3㎝に 13 本。

第 2 紙…楮に米粉を加えて流し漉きした地合の良い紙。簀痕は見えない。紙
厚 105μm。

第 3 紙…第 1 紙とほぼ同質。
第 4 紙…楮に米粉を加えた流し漉き紙。未分散繊維が多い。左右の紙厚が異

なる（右部 0.110㎜，左部 0.090㎜）。これは手漉き技術が未熟で，漉
枠を持つ手が常に水平に一定していないために起きる現象と考える。

第 5 紙…楮に少量の米粉を加えて流し漉きした紙。未分散繊維があるが，地合
は良い。簀痕 3㎝に 16 本。紙厚 90μm。

H‐800 明月記（自筆） H‐600‐24と同質紙と判断した。付属の極め札は雁皮紙。
H‐939 東大寺文書 民首田次麻呂解 異常に白い紙。チリ・結束繊維はなく，地合は溜め漉き風。洗滌された楮製の紙を，

ドーサ処理して磨いている。
（70）溜め漉き風

H‐1163 悉曇字記 シミが多い白色の薄紙。楮を萱簀で流し漉きした紙を打紙している。繊維の流
れがあり，地合も良いが，部分的に集合した繊維群がある。平安時代の代表的
な流し漉き紙。

H‐1242‐1‐1
古代・中世
文書

僧長真所領充行
状 紙厚 150μm・重さ6.8ｇ。破損部もあるが，白い綺麗な紙。レチング（醗酵精錬）

した楮を半流し漉きしている。

（71）重さ
（72）破損部
（73）綺麗な紙
（74）レチング（醗

酵精錬）
H‐1242‐1‐2 東大寺燈油納所

返抄
紙厚 65μm・重さ0.5ｇ。チリがある薄い紙。3㎝に 17 本の竹簀痕がある。楮を
溜め漉きしている。

H‐1242‐1‐3 造興福寺司下文 紙厚 105μm・重さ4.0ｇ。楮を萱簀で流し漉きしたと思われるが，地合は良くない。（75）流し漉き
H‐1242‐1‐4 藤原某田直米請

納状
紙厚155μm・重さ6.8ｇ。3㎝に16本の萱簀痕がある。楮の溜め漉きと思われるが，
繊維が長く地合が悪い。

（76）繊維が長い

H‐1242‐1‐5 大和国小東荘重
貞名田畠坪付注
進状

紙厚 100μm・重さ4.1ｇ。3㎝に 14 本の萱簀で楮を流し漉きした白い紙。繊維
が長く，結束繊維があるので地合は良くない。

H‐1242‐1‐6 僧善恵譲状 紙厚 140μm・重さ6.7ｇ。洗滌の少ない楮を半流し漉き，繊維が長く地合が良く
ない。

H‐1242‐1‐7 伊予守高階泰経
書状 紙厚 100μm・重さ4.5ｇ。楮を半流し漉きした白色紙であるが，未蒸解のチリが

少量あり，繊維分散が良くない。
（77）未蒸解の　

チリ
（78）繊維分散

H‐1242‐1‐8 僧厳融畠地売券 紙厚 100μm・重さ5.3ｇ。楮を半流し漉きした淡い茶色紙。未蒸解のチリがあり，
地合も良くない。

（79）淡い茶色紙

H‐1242‐1‐9 為実入道田地売
券 紙厚 150μm・重さ7.4ｇ。楮に米粉を加えて半流し漉きした紙で，地合は良くない。

H‐1242‐1‐10 五福法師田地売
券 紙厚 210μm・重さ11.0g。楮を半流し漉きした白色紙。チリの少ない良質紙。 （80）良質紙

H‐1315‐1 東大寺文書 泉郷刀祢解 楮の流し漉き紙をドーサ処理して磨いた良質紙。チリはあるが，結束繊維はない。
H‐1441 山城国葛野郡

班田図
3 紙とも同質の紙。三分の一程はフケで消失している，汚れで灰色っぽい白色紙。
楮を充分叩打分散して，流し漉きした地合いの良いチリの少ない楮紙に，ニカワ
を塗布した良質紙。

（81）叩打 
（82）分散
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資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐1517 正倉院文書 无下雑物納帳 地合の良くない楮の溜め漉き紙。 （83）地合が良く

ない
H‐1533‐7 歳末納帳 雑な流し漉きで地合が悪い楮の薄紙。チリは少ないが繊維分散が不充分。 （84）雑な流し漉

き
H‐1555 中右記部類 巻第十九 冒頭の数紙には，簀痕（3㎝に 17 本）がみえる。虫喰いがある。チリは少ないが，

非繊維細胞が残っている淡い黄色紙。繊維は弱い流れがある楮。部分的に強
弱がある打紙が施されている。第 12 紙は地合が良く，墨のノリが良い。流れが
ない楮紙を打紙している。第 13 紙は流れのない楮紙にニカワを塗布している。
第 18 紙は萱簀痕（3㎝に 13 本）が見える楮の流し漉き紙を打紙している。チリ
は少ないが，繊維分散が悪く，地合が良くない。第 22 紙は同質の紙であるが，
地合はやや良い。第 23 紙は洗滌が不十分で，繊維分散も地合も良くない。最
終紙は，他の料紙より薄い楮の流し漉き紙を打紙している。

（85）簀痕 
（86）非繊維細胞
（87）墨のノリが

良い
（88）3㎝に 13 本

の萱簀痕

H‐1587‐1
正倉院文書

王広麻呂手実 H‐1587‐2 の紙と同質だが，繊維はやや長い。色調は 2 の二種の紙の中間色。
H‐1587‐2 答他虫麻呂手実 前半は黄茶色の紙。苧麻を切断して漉いた紙に，濃いキハダを染め打紙してい

る。シミが微量にあるが，チリ・虫喰いはない。高級紙に見える。後半も同質の
紙だが，キハダの色は薄い。

（89）キハダ染め

H‐1588 延喜式 巻第五十 地合の良い楮の流し漉き紙を，打紙してある。虫喰いはない。全ての工程で丁
寧な作りを感じさせる高級紙。

（90）丁寧な作り

H‐1762 小野宮年中行
事裏書

地合の良い楮紙に弱い打紙を施している。繊維に方向性がないが，少量の未
蒸解繊維には流れがあるので，半流し漉きと思われる。表紙に使われた紙も，本
文の紙と同質である。
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写真1　ニカワ処理
（H‐68　新羅飯麻呂請暇解）

○表面の加工など

写真2　ニカワ処理
（H‐70　津高郷収税解）

写真3　ニカワ処理
（H‐214‐1‐2　百万塔陀羅尼）

写真4　ニカワ処理
（H‐743‐404‐1　美福門院庁下文）

写真5　ニカワ処理
（H‐1441　山城国葛野郡班田図）

写真6　弱いニカワ処理
（H‐743‐286‐9　大江某家地売券）

写真7　弱いニカワ処理
（H‐743‐351‐1　弓削島荘住人等解）

写真８　ドーサ処理
（H‐743‐377　感神院大別当桓円解）
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写真9　ドーサ処理
（H‐794　秦公永吉解）

写真10　瑩紙にドーサ処理
（H‐939　民首田次麻呂解）

写真11　瑩紙にドーサ処理
（H‐1315‐1　泉郷刀祢解）

写真12　瑩紙
（H‐63‐389　公卿補任 冒頭）

写真13　瑩紙
（H‐69　名張郡司丈部近国解）

写真14　瑩紙
（H‐743‐214　祈雨御読経記）

写真15　瑩紙
（H‐743‐417　円融院御灌頂雑事記）

写真16　打紙
（H‐63‐435　叙除拾要）
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写真17　打紙
（H‐63‐553　弁官補任 21紙の二次利用面）

写真18　打紙
（H‐132　大和物語）

写真19　打紙
（H‐743‐261　表白集）

写真20　打紙
（H‐743‐456　春記）

写真21　打紙
（H‐743‐473　寛平遺誡）

写真22　打紙
（H‐1588　延喜式）

写真23　弱い打紙
（H‐72　東大寺奴婢帳）

写真24　弱い打紙
（H‐743‐215　五宮灌頂日記）
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写真29　雁皮
（H‐743‐444 　九条殿遺誡）

写真30　雁皮混漉
（H‐743‐296‐2　顕広王記）

写真25　弱い打紙
（H‐77　大安寺資財帳）

写真26　墨ののりが悪い打紙
（H‐63‐730　教業記）

写真27　繊維間に米粉の混入
（H‐73‐4　高山寺文書）

写真28　繊維間に米粉の混入
（H‐73‐8　高山寺文書）

○繊維（楮は省略）
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写真31　雁皮混漉
（H‐743‐297‐3　藤原公経解）

写真32　雁皮混漉
（H‐743‐457‐1　文集）

写真33　麻
（H‐1587‐2　答他虫麻呂手実）

写真34　麻
（H‐195　瑜伽師地論）

写真35　麻
（H‐209　四分律蔵）

写真36　麻
（H‐743‐478‐2　太政官牒）

写真37　三椏
（H‐600‐24　明月記 極札）

写真38　竹
（H‐208　諸経要集）
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○その他

写真39　顔料
（H‐67　写集論疏充紙帳）

写真40　顔料
（H‐71　紀伊国那賀郡司解）

写真41　顔料
（H‐78　延暦寺政所下文）

写真42　虫損
（H‐63‐332　北山抄）

写真43　虫損
（H‐63‐542　別聚符宣抄）

写真44　虫損
（H‐600‐996　日本後紀 後撰本）

写真45　虫損
（H‐743‐468　江都督願文集 第三）

写真46　虫糞
（H‐139　万葉集）
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写真47　虫糞
（H‐743‐274　大刀節刀契等事）

写真48　未蒸解繊維
（H‐63‐322　東宮御元服記）

写真49　未蒸解繊維
（H‐63‐332　北山抄）

写真50　未蒸解繊維
（H‐63‐333　年中行事秘抄）

写真51　未蒸解繊維
（H‐74‐1　栄山寺文書）

写真52　未叩解繊維
（H‐70　津高郡収税解）

写真53　未叩解繊維
（H‐74‐2　栄山寺文書）

写真54　未叩解繊維
（H‐743‐274　大刀節刀契等事）
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写真55　未叩解繊維
（H‐743‐444　九条殿遺誡）

写真56　異物
（H‐79　平宗盛書状）

写真57　青色繊維の混入
（H‐79　平宗盛書状）

写真58　墨が繊維間に沈む現象
（H‐743‐387‐1‐14　めうれん家地売券）

写真59　極薄紙
（H‐1242‐1‐2　東大寺灯油納所返抄）
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（
1
）　
揺
す
り
の
少
な
い
流
し
漉
き
…
紙
を
「
流
し
漉
き
」（
解
説
75
を
参
照
）
の
製

法
で
漉
く
場
合
、
紙
料
液
に
ネ
リ
剤
を
混
入
す
る
た
め
、
漉
き
簀
か
ら
の
脱
水

が
遅
く
な
る
。
そ
の
際
、
漉
き
枠
を
大
き
く
揺
す
っ
て
脱
水
を
早
め
る
と
、
で

き
あ
が
っ
た
紙
は
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、厚
紙
を
作
る
た
め
に
は
、

今
日
行
わ
れ
て
い
る
標
準
的
な
「
流
し
漉
き
法
」
と
は
異
な
り
、
な
る
べ
く
漉

き
枠
を
揺
す
ら
な
い
「
溜
め
漉
き
」
に
近
い
方
法
で
脱
水
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
検
討
し
たH

－63

－387

の
場
合
、
紙
の
表
面
の
チ
リ
が
少
な

い
の
で
、
紙
漉
の
最
後
の
工
程
と
し
て
「
捨
て
水
」（「
流
し
漉
き
」
に
特
有
の

工
程
）
は
行
わ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

（
2
）　
裏
打
紙
…
日
本
画
や
書
写
さ
れ
た
布
や
紙
な
ど
を
補
強
す
る
た
め
に
、
料
紙

の
裏
に
張
っ
た
紙
を
指
す
。
今
回
調
査
し
た
資
料
の
多
く
は
、
楮
紙
の
肌
裏
打

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
一
般
に
表
装
し
た
掛
軸
な
ど
は
肌
裏
打
・
増
裏
打
・
総
裏

打
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
。
な
お
裏
打
紙
に
は
中
性
か
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
紙
が
使

わ
れ
る
の
で
、
絵
画
や
書
の
酸
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
、
文
化
財
保
護
に
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

（
3
）　
瑩え
い
し紙

（
22
）
で
ニ
ジ
ミ
が
な
い
…
紙
の
表
面
を
、
硬
い
も
の
で
瑩
（
＝
磨
）

い
て
平
滑
性
を
高
め
た
と
し
て
も
、
そ
の
程
度
の
加
工
で
は
、
多
少
の
墨
の

ニ
ジ
ミ
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
た
と
え
ばH

－63

－

392

の
場
合
、
墨
の
ニ
ジ
ミ
が
生
じ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
磨
く
前
に
ニ
カ
ワ

（
11
）
を
塗
布
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

（
4
）　
変
色
…
紙
の
変
色
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
原
因
は
異
な
る
。

今
回
調
査
し
た
な
か
で
確
認
さ
れ
た
変
色
事
例
と
し
て
は
、
保
管
中
に
発
生
し

た
水
滴
な
ど
に
よ
る
汚
れ
、
小
動
物
の
尿
な
ど
に
よ
る
汚
れ
、
繊
維
の
洗
滌
不

足
に
よ
り
残
留
し
た
ア
ル
カ
リ
薬
品
の
黄
褐
色
化
、
ニ
カ
ワ
な
ど
の
変
色
、
キ

ハ
ダ
や
紫
草
と
い
っ
た
染
色
剤
の
変
色
（
ま
た
は
色
褪
せ
）
な
ど
が
あ
る
。

（
5
）　
斐ひ

し紙
…
従
来
、「
雁
皮
紙
」
の
古
称
と
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
「
斐
」
字
は

模
様
の
美
し
さ
を
意
味
す
る
会
意
文
字
な
の
で
、「
斐
紙
」
と
は
滑
ら
か
で
光

沢
が
あ
り
、
美
し
く
て
丈
夫
な
紙
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
（
つ
ま
り
「
楮
紙
」

な
ど
と
は
異
な
り
、
原
料
に
由
来
す
る
呼
称
で
は
な
い
）。
古
く
正
倉
院
文
書

の
な
か
に
「
六
巻
鈔
料
斐
紙
4

4

〈
嶋
院
者
〉」（「
天
平
十
九
年
八
月
十
四
日 

能
登

忍
人
解
」『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
二

－

六
七
八
）
の
よ
う
に
「
斐
紙
」
と
記

す
史
料
が
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
に
は
存
在
し
た
呼
称
と
確
認
で
き
る
。

　
表
面
が
平
ら
で
き
め
が
細
か
い
の
で
、
典
雅
な
仮
名
文
字
を
書
き
や
す
い
特

徴
が
あ
る
。
平
安
時
代
に
公
家
や
僧
侶
な
ど
に
珍
重
さ
れ
た
打
曇
・
飛
雲
紙
・

羅
文
紙
・
墨
流
な
ど
の
芸
術
性
の
高
い
紙
や
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
愛
用
さ
れ
た

鳥
の
子
紙
も
、
斐
紙
の
一
種
で
あ
る
。

　
な
お
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、寿
岳
文
章
『
日
本
の
紙
』〔
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
七
年
四
月
〕
な
ど
の
通
説
的
理
解
で
は
、「
斐
紙
」
を
雁
皮
繊
維
で
漉
い

た
紙
と
定
義
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、古
代
の
史
料
に
見
え
る
「
斐
紙
」

と
称
さ
れ
る
紙
と
、平
安
期
以
降
の
「
雁
皮
紙
」
を
、同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
に
よ
っ
て
「
雁
皮
紙
」（
＝
斐
紙
）
と
分
類
さ

れ
た
こ
の
時
期
の
事
例
は
、
楮
繊
維
で
漉
い
た
紙
を
打
紙
し
た
場
合
が
極
め
て

多
い
。
今
回
の
調
査
事
例
の
な
か
か
ら
一
例
を
挙
げ
る
と
、
た
と
え
ば
『
符
宣

抄
別
本
』（H

－63

－542

）
の
紙
質
は
「
斐
紙
」
と
分
類
さ
れ
て
い
る
〔
清
水
潔
「
別

聚
符
宣
抄
」『
国
史
大
系
書
目
解
題 

下
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
十
一
月
〕。
し

か
し
、
こ
れ
を
実
際
に
観
察
す
る
と
、
楮
繊
維
で
漉
い
た
紙
を
打
紙
し
た
も
の

と
判
明
す
る
。
こ
う
し
た
混
同
が
こ
れ
ま
で
広
く
見
ら
れ
た
の
は
、
肉
眼
観
察

の
み
で
は
、
両
者
が
極
め
て
似
通
っ
た
特
徴
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
の
だ

解
説
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ろ
う
。

　
実
際
に
、
奈
良
期
の
紙
漉
に
雁
皮
繊
維
が
用
ら
れ
た
事
例
は
、
少
数
な
が
ら

確
認
で
き
る
〔
宍
倉
佐
敏
「
百
万
塔
陀
羅
尼
の
包
み
紙
調
査
」『
百
万
塔
陀
羅
尼
の

研
究
―
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
を
中
心
に
―
』
便
利
堂
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
〕。
と

は
い
え
、
古
代
に
お
け
る
雁
皮
繊
維
を
用
い
た
紙
の
ほ
と
ん
ど
は
、
今
回
の
調

査
で
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
楮
と
の
混
ぜ
漉
き
の
事
例
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
念
頭
に
置
く
と
、
奈
良
期
の
史
料
に
現
れ
る
「
斐
紙
」
と

は
、
後
世
に
い
う
純
粋
な
「
雁
皮
紙
」
と
は
別
物
で
、
楮
紙
の
打
紙
し
た
も
の

を
指
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
6
）　
繊
維
間
が
詰
ま
っ
て
い
る
…
紙
の
原
材
料
と
な
る
繊
維
に
は
、
形
態
に
よ
っ

て
繊
維
空
間
（
53
）
が
密
着
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
の
代
表
が
楮
や
三
椏
な

ど
で
あ
る
。
た
だ
し
三
椏
は
繊
維
が
細
い
の
で
、
紙
の
表
面
は
平
滑
と
な
り
書

写
適
性
も
良
い
。
一
方
、
楮
は
繊
維
が
太
い
の
で
、
表
面
が
粗
く
繊
維
空
間
が

で
き
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
紙
は
書
写
適
性
が
良
く
な
い
の
で
、
実
際
の
利
用

前
に
、
繊
維
間
を
詰
ま
ら
せ
て
書
写
適
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
打
紙
（
9
）・
瑩
紙
（
22
）
な
ど
の
表
面
加
工
を

施
し
繊
維
間
を
締
め
る
方
法
や
、
デ
ン
プ
ン
・
胡
粉
（
64
）・
雲
母
（
65
）
な

ど
の
物
体
を
表
面
に
塗
布
す
る
方
法
な
ど
が
あ
る
。

　
な
お
印
刷
適
性
が
重
視
さ
れ
る
洋
紙
の
場
合
、
繊
維
間
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
重
要
視
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
植
物
繊
維
の
形
態
が
変
形
す
る
ま
で
切
断
や

叩
解
（
リ
フ
ァ
イ
ニ
ン
グ
）
し
た
り
、
数
本
の
鉄
ロ
ー
ル
の
間
を
通
し
た
り
、

紙
の
表
面
に
鉱
物
の
粉
末
を
塗
布
す
る
な
ど
、多
く
の
製
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
7
）　
楮こ
う
ぞ…
各
種
の
和
紙
原
料
の
う
ち
で
、
最
も
よ
く
使
わ
れ
る
植
物
。
原
料
全
体

の
九
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
楮
の
樹
皮
繊
維
は
苧
麻
に
次
い
で
長
く
、
平
均

七
～
九
㎜
の
長
さ
で
あ
る
（
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
）。
繊
維
幅
は
二
種
が
混

合
し
て
お
り
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
成
長
し
た
繊
維
は
円
筒
形
で
長
く
な
り
、

秋
に
成
長
し
た
繊
維
は
偏
平
で
薄
く
半
透
明
に
な
る
。
こ
の
二
種
の
繊
維
は
、

気
候
・
生
育
環
境
な
ど
に
よ
り
、
配
合
率
が
異
な
る
の
で
、
各
種
の
性
質
を
持
っ

た
楮
が
生
ま
れ
、
そ
の
種
類
は
多
数
あ
る
。

　
な
お
、
楮
と
は
①
ヒ
メ
コ
ウ
ゾ
・
②
カ
ジ
ノ
キ
・
③
コ
ウ
ゾ
の
総
称
で
、
厳

密
に
は
こ
の
三
種
の
植
物
は
異
種
で
あ
る
。
た
だ
し
、
三
種
の
判
別
は
容
易
で

な
い
の
で
、
通
常
は
全
て
を
「
楮
」
と
表
現
す
る
。

　
①
ヒ
メ
コ
ウ
ゾ
は
日
本
在
来
の
植
物
で
、雌
雄
同
株
で
灌
木
状
に
成
長
す
る
。

②
カ
ジ
ノ
キ
は
東
南
ア
ジ
ア
原
産
で
、
照
葉
樹
林
文
化
の
渡
来
時
に
サ
ト
イ
モ

や
茶
な
ど
と
共
に
渡
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。雌
雄
異
株
で
喬
木
状
に
成
長
し
、

雌
花
は
成
長
す
る
と
赤
く
熟
し
、
食
用
に
さ
れ
た
。
③
コ
ウ
ゾ
は
ク
ワ
科
に
属

す
る
植
物
で
、
時
代
・
地
方
に
よ
り
様
々
な
呼
称
が
あ
る
（
カ
ジ
・
カ
ジ
ノ
キ
・

カ
ミ
ノ
キ
・
ヤ
コ
ソ
・
コ
ウ
ゾ
ウ
・
カ
ゾ
ノ
キ
・
カ
ゾ
・
カ
ズ
・
カ
ゴ
・
カ
ミ

ソ
な
ど
）。
同
じ
ク
ワ
科
の
ヒ
メ
コ
ウ
ゾ
と
カ
ジ
ノ
キ
の
二
種
が
自
然
交
配
し

て
、
二
種
の
ど
ち
ら
か
に
似
た
種
類
が
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
コ
ウ
ゾ
は
複
雑
な
特
徴
を
帯
び
た
植
物
と
な
り
、

ま
た
各
地
方
特
有
の
紙
原
料
と
な
っ
た
。
な
お
、
①
ヒ
メ
コ
ウ
ゾ
系
の
楮
（
那

須
楮
な
ど
）
は
偏
平
な
繊
維
が
多
く
、
平
均
繊
維
長
七
㎜
前
後
で
、
紙
の
表
面

は
平
ら
に
な
り
や
す
く
、
緻
密
で
明
る
く
、
書
写
材
や
障
子
・
襖
な
ど
見
栄
え

の
良
い
紙
と
な
る
。
一
方
、
②
カ
ジ
ノ
キ
系
は
繊
維
が
長
く
（
平
均
九
㎜
）、

円
筒
形
で
太
い
の
で
、
漉
き
に
く
い
欠
点
は
あ
る
が
、
強
靭
で
粘
り
強
い
紙
が

作
れ
る
の
で
、
紙
衣
・
傘
紙
・
壁
紙
・
座
布
団
・
凧
紙
な
ど
に
適
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
今
回
、
調
査
し
た
資
料
の
多
く
は
書
写
料
紙
な
の
で
、
そ
の
原
料

と
し
て
は
①
ヒ
メ
コ
ウ
ゾ
系
の
繊
維
を
用
い
た
紙
が
主
体
で
あ
る
。詳
し
く
は
、

宍
倉
佐
敏
『
和
紙
の
歴
史 

製
法
と
原
材
料
の
変
遷
』〔
印
刷
朝
陽
会
、
二
〇
〇
六

年
十
一
月
〕
を
参
照
。

（
8
）　
溜た

め
漉す

き
…
手
漉
き
紙
の
製
法
の
一
つ
。本
論
で
詳
し
く
説
明
し
て
あ
る
が
、

こ
こ
で
も
そ
の
内
容
を
概
説
し
て
お
く
。

　
ま
ず
麻
類
の
様
な
長
い
繊
維
を
木
槌
な
ど
で
叩
い
て
粘
性
を
持
た
せ
た
後
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に
、
で
き
る
だ
け
短
く
切
断
し
て
、
紙
漉
き
槽
の
水
中
に
入
れ
、
充
分
に
分
散

す
る（
紙
料
液
の
完
成
）。
そ
の
後
、紗
を
敷
い
た
漉す
き
す簀

に
紙
料
液
を
汲
み
込
み
、

漉
き
桁
を
揺
す
ら
ず
水
を
そ
こ
か
ら
自
然
に
滴
下
さ
せ
、
紗
の
上
に
紙
層
を
形

成
す
る（
こ
れ
が
湿
紙
と
な
る
）。そ
う
し
て
で
き
た
湿
紙
を
床
板
の
布
に
伏
せ
、

静
か
に
紗
か
ら
は
が
す
。
こ
の
作
業
法
が
「
溜
め
漉
き
」
の
基
本
で
あ
る
。

　
今
回
調
査
し
た
な
か
で
は
、
た
と
え
ば
「
五
月
一
日
経
」（H

－195

・H

－209
な
ど
）・「
瑜
伽
師
地
論
」（H

－194

）
の
料
紙
が
麻
を
、「
天
平
経
断
簡
」（H

－

743

－177
）
が
楮
を
原
料
と
し
て
、
こ
の
製
法
に
よ
っ
て
漉
か
れ
た
典
型
的
な

紙
で
あ
る
。
な
お
、「
五
宮
灌
頂
記
」（H

－743

－215

）・「
顕
広
王
記
」（H

－743

－

296

）
な
ど
を
は
じ
め
、
平
安
後
期
や
中
世
以
降
の
事
例
で
も
「
溜
め
漉
き
法
」

に
よ
っ
て
漉
か
れ
た
も
の
は
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
事
例
の
存
在
か
ら
、「
半

流
し
漉
き
法
」
の
登
場
以
降
も
、「
溜
め
漉
き
法
」
が
、す
ぐ
に
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
訳
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

（
9
）　
打う
ち
が
み紙

…
「
溜
め
漉
き
法
」
に
よ
っ
て
漉
い
た
紙
は
、
製
紙
の
過
程
で
漉
き
簀

を
揺
す
ら
な
い
の
で
、
水
中
で
繊
維
の
凝
集
が
起
こ
り
や
す
い
。
そ
の
結
果
、

出
来
上
が
っ
た
紙
は
表
面
が
平
ら
に
な
り
に
く
く
、凸
凹
が
目
立
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
通
常
は
、
毛
筆
の
筆
運
び
が
良
く
な
る
よ
う
に
、
紙
の
表
面
を
木
槌
な

ど
で
叩
い
て
平
滑
に
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
加
工
を
へ
た
紙
と
、
そ
の
作
業
自

体
の
こ
と
を
「
打
紙
」
と
い
う
。
史
料
上
は
、
正
倉
院
文
書
の
な
か
に
多
数
の

用
例
が
確
認
さ
れ
、
奈
良
期
の
写
経
所
の
下
部
組
織
と
し
て
「
打
紙
4

4

所
」（「
天

平
勝
宝
三
年
四
月
五
日 

写
書
所
解
」『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
三

－

四
九
五
）

の
存
在
も
見
え
る
。

　
具
体
的
に
は
、以
下
の
よ
う
な
工
程
を
経
る
。
ま
ず
生
紙（
表
面
加
工
を
行
っ

て
い
な
い
紙
）
を
、
水
や
濃
度
が
薄
め
の
ニ
レ
液
・
ニ
カ
ワ
液
に
浸
し
て
膨
ら

ま
せ
、
繊
維
の
絡
み
を
緩
め
柔
軟
に
す
る
。
つ
い
で
、
そ
の
表
面
を
木
槌
な
ど

で
均
一
に
叩
く
。
そ
の
結
果
、
紙
は
乾
燥
す
る
と
同
時
に
繊
維
間
が
締
ま
る
。

ま
た
、
表
面
は
平
滑
に
な
り
光
沢
が
生
ま
れ
、
書
写
適
性
が
改
善
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
具
体
的
な
打
紙
の
工
程
に
関
し
て
は
、
大
柳
久
栄
「
打
紙
の
再
現
を
め

ざ
し
て
」〔『
和
紙
文
化
研
究
』
七
、一
九
九
九
年
十
一
月
〕・
同
「
打
紙
再
考
」〔『
和

紙
文
化
研
究
』
一
三
、二
〇
〇
五
年
十
一
月
〕
な
ど
を
参
照
。

　
こ
う
し
た
加
工
は
、「
溜
め
漉
き
法
」
で
作
ら
れ
た
奈
良
・
平
安
時
代
の
紙

は
勿
論
の
こ
と
、
中
世
の
「
半
流
し
漉
き
法
」
で
製
紙
し
た
紙
（
裏
面
は
溜
め

漉
き
法
で
漉
か
れ
た
紙
と
同
様
の
特
徴
を
有
す
る
）
を
二
次
利
用
す
る
際
に
も

行
わ
れ
た
。

　
た
だ
し
奈
良
時
代
の
正
倉
院
文
書
の
場
合
で
す
ら
、
か
な
ら
ず
し
も
全
て
の

事
例
で
打
紙
加
工
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
「
造
仏
所
作
物

帳
・
写
集
論
疏
充
紙
帳
」（H

－67

）
と
「
新
羅
飯
万
呂
請
暇
解
」（H

－68

）
と
は
、

い
ず
れ
も
八
世
紀
中
頃
に
楮
を
原
料
と
し
て
漉
か
れ
た
紙
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、

前
者
は
打
紙
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
さ
れ
て
い
な
い
（
ニ
カ
ワ
塗
布
）。
後
者

が
比
較
的
簡
易
な
表
面
加
工
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
用
途
が
請
暇
解

（
休
暇
届
）
と
い
う
重
要
度
の
低
い
も
の
で
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
表
面
加
工
の
有
無
・
種
類
な
ど
は
、
奈
良
時
代
の
段
階
で
す
ら
、
料

紙
の
用
途
な
ど
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
な
お
打
紙
は
近
世
に
な
っ
て
も
行
わ
れ
、
そ
う
し
た
表
面
加
工
を
経
た
紙

を
、
貴
族
・
僧
侶
・
上
級
武
士
・
大
商
人
な
ど
が
使
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
享

保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
の
『
万
宝
智
慧
袋
』（
三
芳
梅
庵
著
）
の
な
か
に
打

紙
を
し
て
い
る
絵
が
あ
り
、
実
際
の
作
業
の
有
様
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
当
時

の
打
紙
さ
れ
た
紙
の
実
例
は
、
館
蔵
の
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
（
資
料
番
号H

－600

）
の
な
か
に
、
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
10
）　
竹た
け
す簀
痕
…
紙
を
作
る
道
具
に
よ
っ
て
で
き
た
漉
き
模
様
。
竹
を
細
く
（
直
径

〇
．
二
～
〇
．
五
㎜
）
丸
く
削
っ
た
ヒ
ゴ
を
、絹
糸
な
ど
で
編
ん
だ
も
の
を
「
竹

簀
」
と
い
う
。
そ
の
な
か
に
、
紙
料
液
を
漉
き
槽
か
ら
汲
み
込
み
、
紙
料
層
を

形
成
す
る
。
こ
の
時
、
紙
料
液
の
流
れ
に
よ
っ
て
竹
の
間
に
多
く
の
繊
維
が
移

動
し
、
竹
の
上
に
は
少
量
の
繊
維
が
残
る
現
象
が
生
ま
る
。
つ
ま
り
、
繊
維
の
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少
な
い
と
こ
ろ
が
道
具
の
痕
と
な
っ
て
薄
く
、
繊
維
の
多
い
と
こ
ろ
が
厚
く
な

り
、
そ
の
厚
薄
の
差
が
模
様
と
し
て
残
っ
た
も
の
が
「
竹
簀
痕
」
で
あ
る
。
同

じ
よ
う
に
し
て
で
き
た
萱
簀
（
27
）
や
、
絹
紗
で
漉
い
た
痕
も
、
見
え
る
こ
と

が
あ
る
（
解
説
88
も
参
照
）。

（
11
）　
ニ
カ
ワ
（
膠
）
…
動
物
の
骨
・
皮
・
腸
な
ど
を
六
〇
℃
位
の
湯
で
煮
て
、
そ

の
液
を
冷
や
し
て
乾
燥
さ
せ
る
獣
ニ
カ
ワ
と
、
同
じ
よ
う
に
し
て
魚
類
か
ら
得

ら
れ
る
魚
ニ
カ
ワ
と
の
二
種
が
あ
る
。

　
乾
燥
し
た
ニ
カ
ワ
を
温
水
に
溶
か
し
た
上
で
紙
の
表
面
に
塗
布
す
る
と
、
繊

維
の
ケ
バ
た
ち
を
防
ぎ
、
紙
の
上
で
墨
が
ニ
ジ
ム
の
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る

（
47
・
54
）。
な
お
、
ニ
カ
ワ
を
塗
布
す
る
こ
と
で
墨
の
ニ
ジ
ミ
が
抑
え
ら
れ
る

の
は
、
松
や
油
を
燃
や
し
て
出
る
「
す
す
」
を
ニ
カ
ワ
で
練
っ
て
固
め
た
も
の

が
墨
な
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
紙
に
ニ
カ
ワ
を
塗
布
し
て
お
く
と
、
墨
の
ニ
カ
ワ

と
紙
繊
維
と
が
接
着
し
や
す
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
12
）　
洗
せ
ん
じ
ょ
う

滌
（
ア
ク
抜
き
）
…
製
紙
工
程
の
一
部
で
、「
長
功
日
。
煮
二
穀
皮
一
三
斤

五
両
。
択
一
斤
十
両
。
截
三
斤
五
両
。
舂
十
三
両
。
成
紙
一
百
九
十
六
張
」（『
延

喜
図
書
寮
式
』）
と
み
え
る
な
か
の
、「
択た
く
」
と
い
う
作
業
に
相
当
す
る
。
具
体

的
に
は
、
ア
ル
カ
リ
性
の
液
で
蒸
煮
し
た
原
料
繊
維
を
、
籠
や
布
袋
に
入
れ
、

流
れ
の
あ
る
清
水
に
放
置
し
、
繊
維
に
残
留
し
た
蒸
煮
液
剤
や
繊
維
以
外
の
不

純
物
を
流
出
す
る
作
業
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
業
が
不
充
分
だ
と
、
蒸
煮
液

剤
が
繊
維
内
部
に
残
り
、
後
年
の
変
色
の
原
因
に
な
る
。

（
13
）　
攪か
く
は
ん拌
…
漉
き
槽
内
の
水
中
に
投
入
さ
れ
た
原
料
繊
維
を
、
棒
や
馬ま
ぐ
わ鍬
と
呼
ば

れ
る
道
具
で
「
分
散
」
す
る
ま
で
か
き
混
ぜ
る
作
業
。
繊
維
を
一
本
一
本
に
分

散
す
る
こ
と
が
理
想
だ
が
、
重
労
働
な
の
で
手
抜
き
も
あ
る
（
明
治
時
代
以
降

は
自
動
攪
拌
機
が
使
わ
れ
た
）。
攪
拌
が
不
充
分
だ
と
、
蒸
煮
・
洗
滌
さ
れ
た

繊
維
の
束
や
凝
集
し
た
繊
維
の
塊
（
結
束
繊
維
）
が
生
じ
、
紙
に
厚
薄
が
で
き

て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
紙
は
墨
で
文
字
が
書
き
に
く
い
し
、
障
子
紙
な
ど
の
場

合
は
醜
い
紙
と
な
る
。

（
14
）　
結
束
繊
維
…
叩
打
さ
れ
た
原
料
繊
維
が
、
漉
き
槽
内
で
充
分
に
攪
拌
・
分
散

さ
れ
な
か
っ
た
結
果
、
単
繊
維
化
し
な
い
ま
ま
繊
維
の
塊
と
し
て
紙
の
な
か
に

混
ざ
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
。

　
植
物
が
正
常
に
成
育
せ
ず
に
、
た
と
え
ば
虫
害
・
キ
ズ
・
雑
菌
な
ど
の
障
害

に
あ
っ
た
繊
維
は
、
こ
れ
ら
外
敵
に
対
し
何
ら
か
の
抵
抗
物
質
を
生
じ
る
。
こ

の
外
敵
物
の
侵
入
を
防
ぐ
際
に
生
じ
る
物
質
に
よ
っ
て
、
樹
皮
に
は
未
蒸
煮
部

分
が
で
き
、
繊
維
の
塊
が
で
き
や
す
く
な
る
。

（
15
）　
異
物
…「
チ
リ
」と
同
意
語
で
あ
る
が
、こ
こ
で
は
比
較
的
小
さ
い
異
物
を「
チ

リ
」
と
、
大
き
い
も
の
を
「
異
物
」
と
表
現
し
た
。
広
義
に
は
、
繊
維
以
外
の

も
の
は
全
て
異
物
で
あ
る
が
、
後
加
工
に
使
わ
れ
る
ニ
カ
ワ
・
キ
ハ
ダ
・
キ
ラ

な
ど
は
異
物
に
含
め
な
い
。

（
16
）　
虫
喰
い
…
虫
損
の
生
じ
た
事
例
の
多
く
は
、紙
の
管
理
状
態
に
問
題
が
あ
る
。

た
と
え
ば
湿
気
の
あ
る
暗
い
場
所
に
、
包
装
な
ど
せ
ず
長
期
に
渡
り
放
置
す
る

と
、シ
バ
ン
ム
シ
な
ど
に
喰
わ
れ
や
す
い
。特
に
、楮
で
洗
滌
の
少
な
い
紙
や（
繊

維
の
洗
滌
が
不
十
分
だ
と
、
デ
ン
プ
ン
質
を
含
む
非
繊
維
細
胞
が
残
っ
て
し
ま

う
）、
米
粉
や
米
糊
な
ど
の
デ
ン
プ
ン
質
が
混
ぜ
込
ま
れ
た
紙
な
ど
は
、
虫
害

を
受
け
や
す
い
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
風
通
し
の
良
い
明
る
い
所
に
保
管

し
た
り
、
時
々
風
に
当
て
た
り
（
虫
干
し
）、
箱
に
入
れ
衣
類
の
防
虫
剤
な
ど

を
側
に
置
く
の
が
良
い
。

（
17
）　
米
粉
…
玄
米
を
臼
で
碾
き
、
粉
に
し
た
も
の
。
米
粉
が
混
入
さ
れ
た
の
は
、

墨
の
ニ
ジ
ミ
の
遅
延
や
、
白
色
度
・
不
透
明
性
の
向
上
な
ど
の
効
果
を
期
待
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
重
量
で
取
引
さ
れ
る
紙
の
性
格
を
反
映
し
て
、
増

量
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
（
米
は
紙
よ
り
安
価
で
あ
っ

た
）。

　
こ
れ
を
紙
料
液
に
入
れ
、
繊
維
と
と
も
に
漉
く
製
法
が
何
時
頃
か
ら
行
わ
れ

た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
古
代
の
紙
に
も
米
粉
を
混
入
し
た
事
例
を
見
る
こ
と

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、今
回
調
査
し
た
な
か
で
最
初
期
の
事
例
は
奈
良
期
の「
東
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大
寺
奴
婢
帳
」（H

－72

）、
そ
の
後
も
「
高
山
寺
文
書
」（H

－73

）・「
李
部
王
記
」

（
醍
醐
雑
事
記
）（H

－743

－445

）
な
ど
多
く
の
事
例
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
紙
漉
の
際
に
米
粉
を
混
入
さ
せ
る
技
法
自
体
は
、
早
い
段
階

か
ら
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
製
法
の
一
般
化
は
、
お
そ
ら
く
「
流
し

漉
き
法
」
の
発
展
と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
流
し
漉
き
法
で
漉
い
た

紙
は
、
繊
維
の
流
れ
が
一
方
向
で
、
紙
は
薄
く
透
明
に
な
り
や
す
い
の
で
、
米

粉
を
加
え
て
不
透
明
性
を
増
し
、
文
字
（
墨
）
の
裏
う
つ
り
を
防
止
す
る
必
要

が
認
識
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
特
に
流
し
漉
き
法
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

近
世
の
紙
に
、
米
粉
の
混
入
し
て
い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
の
も
、
そ
の
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）　
地じ
あ
い合

が
良
い
…
「
地
合
」
と
は
、
紙
の
繊
維
が
全
体
に
均
一
に
分
散
し
て
い

る
様
子
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。
洋
紙
は
、
特
に
地
合
を
重
視
し
、
新
聞
紙
・
コ

ピ
ー
・
印
刷
紙
な
ど
地
合
の
良
い
紙
が
多
い
。
こ
れ
は
、
和
紙
と
比
べ
て
洋
紙

の
材
料
と
す
る
繊
維
が
短
く
分
散
が
容
易
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
作
業
の
過

程
で
粘
液
性
の
あ
る
デ
ン
プ
ン
液
・
樹
脂
液
な
ど
を
混
入
さ
せ
た
効
果
で
も
あ

る
。

　
一
方
、
和
紙
に
用
い
る
楮こ
う
ぞな

ど
長
い
繊
維
は
、
水
中
で
沈
み
や
す
く
、
凝
集

し
や
す
い
た
め
、
地
合
の
良
い
紙
を
作
る
の
が
む
ず
か
し
い
。
こ
こ
で
取
り
上

げ
た
「
東
大
寺
奴
婢
帳
」（H

－72

）
は
、
楮
を
原
料
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

繊
維
分
散
が
均
一
で
地
合
も
良
い
。
こ
れ
は
、
製
造
工
程
に
お
け
る
叩
打
・
繊

維
の
分
散
・
ネ
リ
剤
の
量
・
紙
漉
き
な
ど
、
全
て
の
技
術
が
優
れ
て
い
た
結
果

で
あ
ろ
う
。

（
19
）　
大
型
紙
…
古
く
か
ら
良
い
紙
の
条
件
と
し
て
、
白
さ
・
厚
さ
・
大
き
さ
が
求

め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
社
会
的
に
地
位
の
高
い
人
々
（
貴
族
や
上
級
僧
侶
な

ど
）
に
は
、
特
に
大
型
紙
が
好
ま
れ
た
。
な
お
現
在
、
大
型
紙
の
多
く
は
檀
紙

と
さ
れ
る
が
、
中
世
で
は
縦
四
五
㎝
・
横
六
四
㎝
程
以
上
の
紙
が
大
型
紙
と
さ

れ
て
い
た
。

（
20
）　
切
断
さ
れ
た
楮
…
か
つ
て
の
「
溜
め
漉
き
法
」
の
場
合
、
麻
や
楮
（
繊
維
が

長
い
）
を
原
材
料
と
す
る
紙
で
は
、
そ
の
ま
ま
だ
と
繊
維
が
凝
集
し
、
表
面
に

凸
凹
が
大
き
く
で
き
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
平
ら
な
紙
を
作
る
た
め
に
は
、
繊

維
を
切
断
し
て
短
く
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
宍
倉
佐
敏
「
奈
良

時
代
の
料
紙
と
そ
の
再
現
に
つ
い
て
」〔『
和
紙
文
化
研
究
』
一
二
、二
〇
〇
四
年

十
一
月
〕
を
参
照
。

　
一
方
、
紙
料
液
に
ネ
リ
剤
を
混
入
さ
せ
た
上
で
漉
き
枠
を
揺
す
る
新
た
な
製

紙
法
（「
流
し
漉
き
法
」）
が
開
発
さ
れ
る
と
、
楮
の
繊
維
を
切
断
す
る
必
要
は

な
く
な
っ
た
。
楮
の
繊
維
が
切
断
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
観
察
す
る
こ
と
が
、

そ
の
紙
の
漉
き
方
を
判
定
す
る
際
、
重
要
な
指
標
と
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
違

い
の
た
め
で
あ
る
。

（
21
）　
半
流
し
漉
き
…
古
代
中
国
で
発
明
さ
れ
た
紙
の
製
法
は
、
い
わ
ゆ
る
「
溜
め

漉
き
法
」（
8
）
で
あ
る
。
古
代
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
製
法
も
、
基
本
的
に
は

こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
（
そ
の
当
時
の
典
型
的
な
事
例
は
、
正
倉
院
文
書
と
し
て

伝
来
す
る
）。

　
し
か
し
「
溜
め
漉
き
法
」
に
よ
っ
て
紙
を
漉
く
こ
と
は
重
労
働
だ
っ
た
の
で
、

当
時
の
紙
生
産
に
携
わ
る
人
々
に
敬
遠
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
平
安

時
代
に
は
、
ネ
リ
剤
（
48
）
を
使
用
す
る
「
流
し
漉
き
」（
75
）
が
は
じ
ま
り
、

紙
の
生
産
量
は
増
加
し
た
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、「
流
し
漉
き
法
」
で
漉
か
れ
た
紙
は
、
繊
維

に
流
れ
が
あ
り
、
繊
維
の
配
列
は
整
然
と
し
て
い
る
が
、
薄
く
硬
い
紙
と
な
り

や
す
い
点
で
あ
る
。
当
時
の
社
会
的
に
地
位
の
高
い
人
々
は
、「
流
し
漉
き
」

の
紙
（
薄
い
・
固
い
）
よ
り
、
従
来
の
「
溜
め
漉
き
」
の
紙
（
厚
い
・
柔
ら
か

い
）
を
求
め
た
。
そ
こ
で
「
流
し
漉
き
」
の
初う
ぶ
み
ず水
（
又
は
化け
し
ょ
う
す
い

粧
水
）
と
呼
ば
れ

る
繊
維
を
流
す
方
法
に
、「
溜
め
漉
き
」の
紙
料
液
を
止
め
て
水
を
滴
下
す
る（
紙

料
液
を
多
量
に
汲
み
込
み
、
動
か
さ
な
い
で
厚
み
を
出
す
）
方
式
を
併
用
し
た

厚
紙
の
製
法
が
実
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
方
法
の
利
点
を
活
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用
し
た
技
術
は
、当
時
の
優
秀
な
漉
き
工
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
中
世
の
和
紙
に
は
、
こ
う
し
た
「
溜
め
漉
き
法
」
と
も
「
流
し
漉
き
法
」
と

も
異
な
る
製
法
で
漉
か
れ
た
紙
が
、多
数
存
在
す
る
。
こ
の
「
半
流
し
漉
き
法
」

で
作
ら
れ
た
紙
は
、
流
れ
た
繊
維
（
初
水
）
の
面
は
平
ら
で
文
字
が
書
き
や
す

い
が
、
反
対
面
は
多
少
の
凸
凹
が
あ
る
〔
山
本
信
吉
・
宍
倉
佐
敏
『
高
野
山
正
智

院
伝
来
資
料
に
よ
る 

中
世
和
紙
の
調
査
研
究
』
特
種
製
紙
株
式
会
社
、
二
〇
〇
四
年

九
月
〕。
そ
の
た
め
平
ら
な
面
（
表
）
だ
け
利
用
さ
れ
た
紙
も
現
存
す
る
。
た

だ
し
多
く
の
場
合
、
ま
ず
平
ら
な
面
に
書
状
・
文
書
が
書
か
れ
、
受
取
人
が
凸

凹
の
あ
る
面
（
裏
）
を
打
紙
し
て
、
日
記
を
記
し
た
り
写
経
を
し
た
り
す
る
の

に
二
次
利
用
し
て
い
る
。

　
今
回
調
査
し
た
古
記
録
（
日
記
）
の
多
く
も
、
半
流
し
漉
き
紙
を
こ
の
よ
う

に
二
次
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
都
玉
記
」（H

－468

－3

）
は
、
大

半
の
紙
背
に
一
次
利
用
の
文
書
が
み
え
る
が
、
こ
ち
ら
の
面
は
墨
の
乗
り
や
ニ

ジ
ミ
の
状
態
な
ど
か
ら
見
て
、
文
字
を
書
い
た
時
点
で
打
紙
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
裏
面
は
明
ら
か
に
打
紙
さ
れ
た
後
で
文
字
が

書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
打
紙
加
工
は
、
一
次
利
用
以
降
、
二
次
利

用
以
前
の
段
階
で
施
さ
れ
た
も
の
と
判
明
す
る
。

（
22
）　
磨み
が
い
た
瑩え
い
し紙
…
瑩
紙
と
は
、
平
ら
な
石
・
動
物
の
牙
・
貝
殻
な
ど
の
固
い
も

の
で
紙
の
表
面
を
瑩
（
＝
磨
）
き
、
平
滑
に
し
て
文
字
な
ど
を
書
き
や
す
く
し

た
紙
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
表
面
を
磨
い
た
紙
の
こ
と
な
の
で
、
本
来
わ
ざ

わ
ざ
「
磨
い
た
」
と
い
う
表
現
を
付
す
必
要
は
な
い
が
、
そ
の
製
法
を
強
調
す

る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
付
け
加
え
た
。

　
史
料
上
、奈
良
時
代
の
段
階
か
ら「
瑩
生
4

4

壱
拾
陸
人〈
々
別
瑩
紙
4

4

十
張
〉」（「
天

平
勝
宝
三
年 

写
書
所
解
」『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
（
三

－

五
〇
五
）
な
ど
と

し
て
見
え
る
。
今
回
調
査
し
た
な
か
で
も
、
奈
良
期
の
「
紫
紙
金
字
大
方
広
仏

華
厳
経
」（H

－504

）
な
ど
を
最
初
期
の
事
例
と
し
て
、
平
安
期
以
降
の
「
伊

賀
国
名
張
郡
司
解
」（H

－69

）・「
公
卿
補
任
」（H

－63

－389

やH

－63

－393

）
な
ど
、

か
な
り
の
事
例
で
こ
う
し
た
表
面
処
理
の
実
例
が
確
認
さ
れ
た
。

（
23
）　
厚
み
…
紙
の
基
礎
性
質
の
一
つ
で
、
㎜
単
位
で
表
す
。
厚
み
と
重
さ
（
坪
量

＝
一
㎡
の
重
量
グ
ラ
ム
）に
よ
っ
て
密
度
が
計
測
さ
れ
、こ
れ
ら
の
数
値
に
よ
っ

て
、
そ
の
紙
の
性
質
が
判
定
で
き
る
。
な
お
坪
量
に
関
し
て
は
、
山
本
信
吉
・

宍
倉
佐
敏
『
高
野
山
正
智
院
伝
来
資
料
に
よ
る 

中
世
和
紙
の
調
査
研
究
』〔
特

種
製
紙
株
式
会
社
、
二
〇
〇
四
年
九
月
〕
を
参
照
。

（
24
）　
白
色
度
…
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ュ
ウ
ム
を
一
〇
〇
％
と
し
て
、
そ
の
白
さ
に
対
す

る
割
合
を
数
値
化
し
た
値
。
和
紙
の
場
合
、
概
ね
八
〇
％
以
上
の
紙
を
白
色
紙

と
呼
ぶ
。
和
紙
は
機
械
印
刷
に
用
い
ら
れ
る
場
合
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
洋

紙
ほ
ど
白
さ
の
基
準
が
厳
し
く
な
い
。

（
25
）　
チ
リ
…
紙
に
は
、
繊
維
以
外
の
表
皮
・
キ
ズ
痕
・
煮
え
斑
・
虫
・
ゴ
ミ
な
ど

の
異
物
が
混
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
チ
リ
」
と
呼
ぶ
。
白
い
紙

の
場
合
は
、茶
色
に
着
色
し
た
繊
維（「
洗
滌
」を
完
了
し
た
繊
維
原
料
に
混
じ
っ

て
い
る
）
も
「
チ
リ
」
に
含
め
る
。
こ
の
種
の
異
物
を
除
去
す
る
こ
と
を
、
和

紙
作
成
の
工
程
で
は
「
チ
リ
取
り
」
と
呼
ぶ
。
重
労
働
で
あ
る
が
、
こ
の
工
程

を
丁
寧
に
行
わ
な
い
と
良
質
紙
は
で
き
な
い
。

（
26
）　
麻
紙
…
麻
類
の
靱
皮
繊
維
を
原
料
に
し
た
紙
の
総
称
。
か
つ
て
中
国
で
は
、

大
麻
や
苧ち
ょ
ま麻
が
紙
の
原
料
に
使
わ
れ
て
い
た
。
麻
の
繊
維
は
長
い
の
で
、
紙
の

原
料
と
す
る
に
は
切
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
切
断
し
て
も
、
漉
き
っ
ぱ
な

し
の
麻
紙
の
表
面
は
粗
く
、
書
写
適
性
が
低
い
。
そ
の
た
め
、
打
紙
を
す
る
こ

と
で
表
面
を
平
ら
に
し
て
、
書
写
適
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
麻
紙
を
漉
く
際
は
、
繊
維
の
切
断
・
叩
打
や
、
成
紙
後
の
打
紙

な
ど
の
重
労
働
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
平
安
時
代
頃
か
ら
は
楮
の
紙
に
代
え
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
太
く
折
れ
曲
が
り
の
多
い
苧
麻
は
、
水
彩
絵

の
具
が
ノ
リ
易
い
た
め
か
、
日
本
画
用
紙
な
ど
の
特
殊
な
紙
に
使
わ
れ
て
い
る

程
度
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、宍
倉
佐
敏『
和
紙
の
歴
史 

製
法
と
原
材
料
の
変
遷
』

〔
印
刷
朝
陽
会
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
〕
を
参
照
。
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（
27
）　
萱か
や
す簀

…
紙
を
作
る
道
具
。
萱
の
穂
の
付
い
た
先
端
茎
部
を
竹
ヒ
ゴ
で
繋
い
で

長
く
し
、
そ
れ
を
絹
糸
な
ど
で
編
ん
だ
簀
で
あ
る
。
竹
簀
同
様
に
紙
料
液
を
漉

し
て
紙
層
を
作
る
が
、
ヒ
ゴ
が
太
く
軽
い
の
で
大
型
の
厚
い
紙
が
作
ら
れ
る
。

紙
に
簀
痕
が
残
り
や
す
く
、
表
面
が
平
ら
に
な
り
に
く
い
欠
点
も
あ
る
が
、
竹

簀
に
比
べ
て
簀
と
簀
の
間
が
広
い
の
で
、
繊
維
は
簀
の
間
に
多
く
集
ま
り
そ
の

部
分
は
厚
く
な
り
、一
方
で
簀
の
上
は
繊
維
が
少
な
い
の
で
厚
薄
が
生
ま
れ
る
。

こ
う
し
て
漉
か
れ
た
紙
に
は
ソ
フ
ト
感
が
あ
り
、
木
版
印
刷
に
適
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
近
世
の
浮
世
絵
版
画
な
ど
に
は
、
簀
痕
が
多
い
柾
奉
書
が
好
ん
で
使

わ
れ
た
。

（
28
）　
檀だ
ん
し紙

…
現
代
で
は
、
表
面
に
シ
ワ
紋
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
る
紙
。
近

世
以
前
の
檀
紙
は
、
大
型
で
厚
く
、
萱
簀
で
漉
く
の
で
、
表
面
に
萱
簀
の
凸
凹

が
見
ら
れ
た
。
乾
燥
法
が
通
常
の
板
貼
り
で
は
な
く
、
紐
な
ど
に
吊
る
し
て
行

う
の
で
、
表
面
に
自
然
な
シ
ワ
が
で
き
た
。
大
型
で
厚
く
白
い
紙
な
の
で
、
高

級
な
公
用
紙
や
詠
草
の
懐
紙
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
こ
れ
が
近
世
の
う
ち

に
、
シ
ボ
（
細
か
い
小
皺
）
入
り
模
様
紙
と
な
り
、
ソ
フ
ト
感
を
重
視
し
た
厚

紙
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
変
化
に
関
し
て
は
、
近
世
初
期
ま
で
の
檀
紙
を
「
簀
目
凹
凸
文
」

檀
紙
と
、
ま
た
そ
れ
以
降
の
檀
紙
を
「
縮
緬
皺
状
凹
凸
文
」
檀
紙
と
区
別
す
る

田
中
稔
「
紙
・
布
帛
・
竹
木
」〔『
中
世
史
料
論
考
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年

十
一
月
〕
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
厳
密
な
「
檀
紙
」
の
概
念
に
関
し
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
も
一
定
を

見
て
い
な
い
〔
上
島
有
「
檀
紙
・
引
合
・
杉
原
考
―
中
世
の
紙
に
関
す
る
研
究
の
動

向
―
」『
和
紙
文
化
研
究
』
八
、二
〇
〇
〇
年
十
一
月
〕。
今
後
の
一
層
の
研
究
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
29
）　
厚
紙
…
厚
さ
測
定
器
（
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー
）
が
な
い
時
代
は
、
紙
を
触
感

で
評
価
し
て
い
た
。
現
代
的
な
数
値
の
判
定
に
置
き
換
え
る
と
、
お
よ
そ
〇
．

一
五
㎜
前
後
よ
り
厚
い
紙
を
厚
紙
と
判
断
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
野
山

の
中
世
の
文
献
資
料
に
見
ら
れ
る「
厚
紙
」と
は
、檀
紙
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

（
30
）　
繊
維
方
向
…
ワ
ラ
や
竹
繊
維
の
よ
う
に
細
く
て
短
い
繊
維
を
原
材
料
と
し
て

紙
を
漉
い
た
場
合
、
紙
の
繊
維
の
方
向
は
分
か
り
に
く
い
。
し
か
し
、
麻
や
楮

の
よ
う
に
太
く
長
い
繊
維
は
、
漉
く
時
の
紙
料
液
の
流
れ
に
沿
っ
て
繊
維
も
動

い
て
い
る
の
で
、
繊
維
の
方
向
が
判
断
し
や
す
い
。
ま
た
、
そ
の
方
向
を
見
る

こ
と
で
、
紙
の
漉
き
方
も
判
断
で
き
る
。

（
31
）　
高
級
紙
…
白
く
、
チ
リ
が
な
く
、
地
合
が
良
い
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
の
が
、

一
般
的
な
「
良
質
紙
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
大
き
く
て
厚
み
が
あ
り
、

繊
維
の
方
向
が
均
一
で
表
面
が
平
ら
な
紙
を
「
高
級
紙
」
と
称
す
る
。

（
32
）　
藍あ
い

染
め
…
タ
デ
科
の
蓼た
で
あ
い藍

（
一
年
草
）
か
ら
採
っ
た
染
料
で
染
め
る
方
法
。

原
料
繊
維
を
先
に
染
め
て
か
ら
漉
く
近
代
以
降
の
染
色
法
と
異
な
り
、
こ
の
段

階
で
は
水
に
溶
け
に
く
い
雁
皮
な
ど
を
混
ぜ
た
成
紙
を
、
藍
の
染
料
液
に
浸
漬

し
て
乾
す
作
業
を
数
回
繰
り
返
し
て
藍
色
に
し
て
い
た
。

（
33
）　
乳
白
色
紙
…
白
土
や
石
灰
な
ど
の
鉱
物
的
な
白
さ
で
な
く
、
植
物
繊
維
を
ア

ル
カ
リ
液
で
蒸
煮
し
て
、
充
分
洗
滌
し
て
で
き
る
わ
ず
か
に
赤
茶
色
気
味
の
白

色
紙
（
た
だ
し
、
こ
の
判
断
に
は
個
人
的
な
要
素
が
強
い
）。

（
34
）　
繊
維
の
流
れ
が
少
な
い
…
漉
き
槽
内
の
紙
料
液
を
汲
み
込
ん
で
、
大
き
く
流

さ
ず
に
細
か
く
揺
す
っ
て
紙
層
を
作
っ
た
溜
め
漉
き
の
紙
。
流
し
て
い
な
い
の

で
、
繊
維
は
方
向
性
が
な
く
、
厚
み
方
向
に
動
く
の
で
、
厚
く
て
柔
ら
か
い
感

触
の
紙
に
な
る
。

（
35
）　
ロ
ウ
箋せ
ん
…
「
文
様
の
部
分
が
蝋
の
よ
う
に
見
え
る
」
意
の
名
称
で
、
製
法

は
定
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
彫
刻
版
木
の
上
に
紙
を
（
紙
は
竹
紙
が
良
い
と
さ

れ
る
）
置
き
、
動
物
の
牙
や
陶
器
・
巻
貝
の
滑
面
で
強
く
空
刷
り
し
て
、
版
木

の
模
様
を
紙
に
う
つ
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
最
初
期
の
事
例
と
し
て
は
、
陽
明
文

庫
本
『
倭
漢
抄
（
倭
漢
朗
詠
集
） 

下
巻
』（
十
一
世
紀
後
半
）
の
料
紙
と
し
て
、

用
い
ら
れ
た
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）　
酸
化
劣
化
…
和
紙
を
利
用
す
る
際
、
そ
の
前
処
理
と
し
て
表
面
に
ニ
カ
ワ
の
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た
ぐ
い
を
塗
布
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
装
飾
経
の
場
合
、
全
面

に
金
・
銀
な
ど
を
塗
布
す
る
た
め
、
そ
の
紙
繊
維
内
部
へ
の
沈
降
を
防
ぐ
目
的

で
、
通
常
の
和
紙
の
場
合
よ
り
も
強
め
に
ド
ー
サ
を
引
く
（
54
）。
そ
の
結
果
、

ド
ー
サ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
ミ
ョ
ウ
バ
ン
が
、
繊
維
の
酸
化
劣
化
を
進
行
さ
せ

て
し
ま
う
。
こ
の
種
の
現
象
が
生
じ
て
い
る
紙
は
、
崩
壊
す
る
危
険
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
調
査
し
た
範
囲
で
も
、
こ
の
種
の
酸
化
を
主
要

因
と
し
て
、
紙
繊
維
の
劣
化
し
た
事
例
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
た
。
ア
ル
カ
リ

性
の
液
を
塗
布
す
る
な
ど
、
脱
酸
化
処
理
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
な
お
こ
の
種
の
塗
布
物
に
起
因
す
る
酸
化
劣
化
に
対
し
、
湿
度
の
高
い
場
所

で
起
き
る
酸
化
劣
化
を
「
フ
ケ
」（
59
）
と
い
う
。

（
37
）　
竹
紙
…
中
国
で
は
、九
～
十
世
紀
頃
に
は
竹
紙
が
作
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、

主
な
発
展
は
北
宋
期
以
後
と
さ
れ
、
現
存
す
る
竹
紙
の
多
く
も
そ
の
頃
か
ら
は

じ
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
南
宋
期
に
品
質
が
高
ま
り
、
書
が
巧
み
な
人
は
こ
れ
を

喜
ん
だ
。
墨
の
の
り
や
筆
先
に
良
く
、
墨
色
を
発
し
、
紙
魚
が
喰
わ
な
い
な
ど

の
優
れ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
印
刷
に
も
多
く
用
い
ら
れ
た
。

　
中
国
産
の
竹
紙
は
、
若
竹
を
伐
採
し
て
、
石
灰
を
加
え
た
池
な
ど
に
数
ヶ
月

浸
漬
し
て
、
レ
チ
ン
グ
（
74
）
し
た
繊
維
を
漉
く
。
豊
富
な
竹
原
料
に
恵
ま
れ

た
中
国
で
、
代
表
的
な
紙
で
あ
る
〔
宍
倉
佐
敏
『
和
紙
の
歴
史 
製
法
と
原
材
料
の

変
遷
』
印
刷
朝
陽
会
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
〕。

（
38
）　
オ
ニ
シ
バ
リ
…
奈
良
～
平
安
時
代
の
料
紙
で
、
雁が
ん
皮ぴ

紙し

と
似
て
い
て
、
透
明

感
が
な
く
、
表
面
の
美
し
い
紙
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
繊
維
は
三み
つ
ま
た椏

（
39
）
と

類
似
す
る
が
そ
れ
よ
り
細
く
、
表
面
は
平
滑
で
白
く
上
品
な
感
じ
が
す
る
。

　
従
来
、
こ
れ
は
「
雁
皮
紙
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、
実
は
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ

科
植
物
で
、
夏
に
落
葉
す
る
ナ
ツ
ボ
ウ
ズ
（
修
善
寺
地
方
で
鳥と
り

子こ

草ぐ
さ

と
称
す
る

靭じ
ん

皮ぴ

植
物
）
の
繊
維
で
あ
る
。
こ
の
植
物
は
、
成
長
が
遅
く
、
成
育
環
境
が

限
定
さ
れ
る
。
ま
た
樹
皮
部
の
付
着
異
物
が
混
入
し
て
、
チ
リ
の
多
い
紙
が
で

き
や
す
い
。
こ
の
繊
維
を
中
世
以
降
の
料
紙
で
、
稀
に
し
か
見
な
い
の
は
、
以

上
の
欠
点
の
た
め
だ
ろ
う
〔
宍
倉
佐
敏
「
科
学
の
眼
で
見
た
奈
良
朝
古
写
経
料
紙
」

『
水
茎
』
二
八
、二
〇
〇
〇
年
三
月
〕。

（
39
）　
三み
つ
ま
た椏

…
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
植
物
。
通
説
で
は
室
町
時
代
後
期
に
製
紙
用
と

し
て
使
わ
れ
は
じ
め
た
と
さ
れ
る
が
、
実
例
に
よ
れ
ば
、
中
世
前
期
の
文
書
・

書
状
に
は
、
三
椏
繊
維
を
原
料
と
す
る
事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
〔
宍
倉
佐

敏
「
紙
漉
の
技
術
に
み
る
中
世
の
古
文
書
」『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
一
三
、二
〇
〇
四

年
十
月
〕。
木
灰
や
石
灰
の
よ
う
な
弱
い
ア
ル
カ
リ
液
で
は
煮
え
に
く
く
、
紙

の
色
も
赤
茶
色
の
た
め
広
範
に
は
普
及
し
な
か
っ
た
が
、
白
皮
か
ら
の
収
率
が

高
く
、
自
然
発
芽
し
た
苗
か
ら
栽
培
が
で
き
る
な
ど
と
い
う
特
性
も
あ
っ
た
。

繊
維
は
円
筒
形
で
長
さ
は
四
㎜
前
後
で
一
五
μm
と
細
く
、
紙
に
漉
き
や
す
く
、

表
面
が
平
ら
に
な
る
の
で
書
の
練
習
用
に
最
適
と
さ
れ
た
。
特
に
毛
筆
で
文
字

が
書
き
や
す
い
。

（
40
）　
柿か
き
し
ぶ渋

…
渋
柿
か
ら
搾
り
採
っ
た
渋
を
醗
酵
さ
せ
た
液
体
。紙
に
塗
布
し
た
り
、

紙
を
染
め
て
、
水
に
耐
え
る
紙
（
傘
・
合
羽
）
や
防
虫
に
な
る
蚊
帳
・
掛
け
布

団
・
油
団
の
紙
と
し
て
使
わ
れ
た
。

（
41
）　
太
さ
の
異
な
る
萱か
や
す簀

…
萱
の
穂
先
の
茎
部
は
、
上
部
と
下
部
で
は
太
さ
が
異

な
る
。
そ
こ
で
、
細
い
穂
先
同
士
と
太
い
同
士
を
交
互
に
竹
ヒ
ゴ
で
繋
い
で
長

く
し
て
、
漉
き
簀
に
編
む
。
し
か
し
、
全
て
を
同
一
の
太
さ
の
萱
で
作
る
の
は

む
ず
か
し
い
の
で
、
簀
痕
に
太
さ
の
違
い
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

（
42
）　
紙
を
縦
に
使
用
…
紙
を
漉
く
時
に
、
簀
は
横
向
き
に
し
て
使
い
、
紙
料
液
は

簀
に
対
し
て
直
角
に
流
す
。
す
る
と
繊
維
は
流
れ
と
同
一
方
向
に
動
き
、
縦
の

方
向
に
長
い
繊
維
が
並
び
、
縦
方
向
に
強
い
紙
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
で
き
た

強
度
の
高
い
方
向
の
紙
を
、
横
向
き
に
冊
子
に
す
る
と
、
強
く
耐
久
性
の
高
い

冊
子
が
で
き
る
。
な
お
「
請
雨
経
日
記
」（H

－743

－123

）
の
場
合
、
紙
の
大
き

さ
の
都
合
に
よ
る
も
の
か
、
通
常
と
は
異
な
り
繊
維
の
方
向
を
縦
に
製
本
し
て

い
る
。

（
43
）　
再
生
紙
…
書
写
し
損
ね
た
紙
や
、
不
必
要
に
な
っ
た
書
状
・
日
記
な
ど
の
紙
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を
、
再
び
水
に
溶
解
し
て
作
り
直
し
た
紙
。
こ
う
し
た
紙
の
作
成
は
、
日
本
で

は
平
安
時
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
上
、「
宿
紙
」・「
漉
き

返
し
紙
」・「
還か
ん
こ
ん
し

魂
紙
」
な
ど
と
さ
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
故
人
の
筆
跡
を
記

し
た
料
紙
を
再
利
用
し
た
事
例
で
は
、
魂
の
宿
っ
た
紙
と
し
て
尊
ば
れ
る
場
合

も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
44
）　
高
野
紙
…
高
野
山
（
和
歌
山
県
）
の
麓
で
漉
い
た
楮
の
紙
。
厚
く
て
強
い
が
、

チ
リ
取
り
や
繊
維
分
散
は
ほ
か
の
産
地
の
紙
よ
り
劣
る
。
ま
た
自
家
製
の
萱
簀

が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
萱
簀
痕
が
強
く
残
っ
て
い
て
、
そ
の
編
み
糸
の
幅
は
六

㎝
前
後
と
広
い
。
湿
紙
を
圧
縮
し
な
い
で
自
然
脱
水
し
、
乾
燥
板
に
刷
毛
な
ど

で
張
り
付
け
な
い
の
で
、
紙
は
柔
ら
か
く
、
ふ
っ
く
ら
と
し
て
い
る
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

（
45
）　
流
れ
が
明
確
…
繊
維
の
流
れ
が
肉
眼
で
も
見
え
、
流
れ
方
向
も
確
認
で
き
る

紙
。
こ
の
よ
う
な
紙
は
ど
こ
か
の
工
程
で
手
抜
き
が
あ
り
、
特
に
ネ
リ
剤
の
使

用
量
を
減
ら
し
、
漉
き
槽
の
水
を
多
く
し
て
、
速
い
流
れ
で
漉
い
た
薄
い
紙
が

多
い
。

（
46
）　
何
故
中
世
の
良
質
紙
か
…
平
安
後
期
～
中
世
に
か
け
て
、
紙
の
製
法
は
「
溜

め
漉
き
法
」（
8
）
か
ら
「
流
し
漉
き
法
」（
75
）
に
移
行
し
、
小
型
で
薄
い
紙

が
量
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
溜
め
漉
き
紙
（
古
代
）
で
は
、
麻
や
楮

の
長
い
繊
維
を
切
断
し
て
、
充
分
叩
打
し
て
か
ら
漉
き
、
成
紙
後
は
表
面
を
平

ら
に
す
る
た
め
打
紙
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
産
の
過
程
で
重
労

働
が
多
く
、
手
間
も
か
か
る
の
で
、
生
産
者
に
敬
遠
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
良
質
の
紙
（
大
型
で
白
く
、
厚
い
紙
）
を
使
い
慣
れ
た
社
会
的
に

地
位
の
高
い
人
々
は
、「
流
し
漉
き
法
」で
で
き
る
薄
い
紙
に
満
足
し
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
彼
ら
が
求
め
る
紙
を
作
る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
具
体
的
に

は
、
流
し
漉
き
の
初
水
（
又
は
化
粧
水
）
を
汲
み
込
む
こ
と
で
簀
の
面
を
平
ら

に
し
て
、そ
の
後
は
旧
来
の
溜
め
漉
き
の
方
式
で
紙
を
漉
く
「
半
流
し
漉
き
法
」

（
21
）
が
考
案
さ
れ
た
。

　
社
会
的
地
位
の
高
い
中
世
人
の
利
用
し
た
料
紙
の
多
く
は
、「
半
流
し
漉
き
」

の
製
法
で
作
ら
れ
た
紙
で
あ
る
。
な
お
現
存
す
る
こ
の
製
法
で
漉
か
れ
た
紙
の

大
半
は
、
表
面
（
平
ら
な
面
）
に
文
字
が
書
か
れ
た
後
、
二
次
利
用
に
際
し
て

打
紙
し
た
上
で
、
裏
面
に
も
文
字
を
書
い
て
い
る
。

（
47
）　
弱
い
ニ
カ
ワ
処
理
…
六
〇
℃
程
で
溶
出
し
た
ニ
カ
ワ
液
は
、
温
度
の
低
下
と

共
に
液
体
粘
度
が
高
く
な
り
、
紙
表
面
へ
の
塗
布
量
は
増
加
す
る
。
反
対
に
高

温
で
粘
度
が
低
い
場
合
は
ニ
カ
ワ
の
塗
布
量
は
少
な
く
、
墨
の
ニ
ジ
ミ
は
多
く

な
る
。
以
上
の
様
に
、塗
布
さ
れ
た
ニ
カ
ワ
量
が
少
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、

「
弱
い
ニ
カ
ワ
処
理
」
と
表
現
す
る
。

（
48
）　
ネ
リ
剤
…
植
物
繊
維
に
は
、
沈
殿
性
（
水
中
で
沈
も
う
と
す
る
性
質
）
と
、

凝
集
性
（
水
中
で
集
ま
ろ
う
と
す
る
性
質
）
が
あ
る
。
こ
の
性
質
を
利
用
し
て

紙
は
作
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
性
質
を
あ
る
程
度
抑
制
し
な
い
と
良
質
の

紙
は
作
れ
な
い
。
洋
紙
の
場
合
、
繊
維
の
形
態
が
変
形
す
る
程
に
切
っ
た
り
叩

い
た
り
、
粘
剤
と
な
る
デ
ン
プ
ン
や
樹
脂
を
加
え
る
な
ど
す
る
こ
と
で
、
こ
の

二
つ
の
性
質
を
抑
制
し
て
紙
を
作
っ
て
い
る
。
通
常
の
溜
め
漉
き
紙（
古
代
紙
）

が
、
繊
維
を
短
く
切
断
し
て
、
叩
い
て
、
繊
維
の
性
質
を
抑
制
す
る
の
も
、
同

じ
目
的
か
ら
で
あ
る
。

　
一
方
、
我
が
国
特
有
の
楮
な
ど
長
い
繊
維
か
ら
作
っ
た
和
紙
は
、
繊
維
の
形

態
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
繊
維
の
持
つ
性
質
を
そ
の
ま
ま
紙
に
表
現
し
て
い
る

こ
と
が
、
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
特
に
長
い
繊
維
の
紙
に
は
、
こ
の
二
つ
の
性

質
が
強
く
現
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
に
は
粘
性
の
高
い
物
質
が
必
要
と

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
の
粘
性
の
高
い
物
質
を
得
る
植
物
と
し
て
、
古
代
に
は
ニ

レ
・
ビ
ナ
ン
カ
ズ
ラ
が
使
わ
れ
、
そ
の
後
は
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
な

ど
が
ネ
リ
剤
と
し
て
使
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
ネ
リ
剤
の
利
用
に
よ
っ
て
、
長
い

繊
維
か
ら
で
も
、
地
合
の
良
く
表
面
の
平
滑
な
紙
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　
な
お
今
回
の
顕
微
鏡
観
察
に
よ
る
調
査
の
み
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
当
時
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の
「
半
流
し
漉
き
」
の
過
程
で
使
わ
れ
た
ネ
リ
剤
は
、
現
代
の
も
の
と
は
違
う

植
物
と
想
像
さ
れ
る
。

（
49
）　
和
紙
の
抄
紙
法
…
和
紙
の
製
法
で
、
紙
料
液
を
漉
き
簀
で
汲
み
込
み
、
簀
の

上
に
湿
紙
を
形
成
す
る
こ
と
を
「
紙
を
漉
く
」
と
表
現
す
る
が
、
外
国
に
お
け

る
製
紙
過
程
で
は
ふ
つ
う
「
抄
紙
」
と
称
す
る
。「
漉
く
」
と
は
、
原
料
繊
維

を
漉
き
槽
に
入
れ
た
以
後
か
ら
、
湿
紙
を
脱
水
す
る
ま
で
の
広
い
範
囲
の
作
業

の
こ
と
で
、
漉
き
方
だ
け
の
違
い
を
解
説
す
る
に
は
抄
紙
法
と
す
る
方
が
分
か

り
や
す
い
。

　
製
紙
に
お
け
る
抄
紙
法
は
、
手
漉
き
と
機
械
抄
紙
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
生

産
国
・
地
方
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
さ
ら
に
手
漉
き
で
は
個
人
毎
に
違
う
の
で

詳
細
に
解
説
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
和
紙
に
は
歴
史
的
に
三
つ
に
大
別
で
き
る

抄
紙
法
が
あ
る
の
で
、
時
代
順
に
そ
の
特
徴
を
考
え
る
。

　
古
代
朝
鮮
を
経
由
し
て
伝
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
溜
め
漉
き
法
」（
8
）
は
、

ま
ず
漉
き
枠
に
多
量
の
紙
料
液
を
汲
み
込
み
、
漉
き
枠
を
揺
す
ら
な
い
で
、
自

然
脱
水
し
て
紙
層
を
形
成
す
る
抄
紙
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
厚
紙
が

で
き
る
が
、
表
面
に
凸
凹
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
平
ら
に
す
る
た
め
、
漉
く
前
に

繊
維
を
短
く
切
断
し
た
り
、
成
紙
後
に
木
槌
な
ど
で
表
面
を
叩
き
打
紙
し
た
り

す
る
な
ど
、
多
く
の
手
間
が
か
か
っ
た
。

　
後
に
、
日
本
社
会
に
お
け
る
紙
の
需
要
が
増
し
、
生
産
に
必
要
な
原
料
が
不

足
す
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
、
麻
や
楮
以
外
の
植
物
繊
維
を
探
索
し
た
結

果
、
雁
皮
繊
維
が
紙
の
原
料
と
し
て
適
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
雁
皮

を
楮
に
混
ぜ
て
抄
紙
す
る
と
、
従
前
の
楮
だ
け
の
紙
に
比
べ
凸
凹
が
な
く
、
平

滑
性
が
高
く
な
っ
た
。
こ
の
現
象
を
考
察
し
た
結
果
、
雁
皮
に
は
楮
に
な
い
粘

液
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
様
に
粘
液
性
の
あ
る
「
ネ
リ

剤
」（
48
）
を
探
し
、
楮
に
加
え
て
抄
紙
し
て
み
る
と
、
打
紙
す
る
必
要
の
な

い
紙
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
我
が
国
特
有
と
い
わ
れ
る
ネ
リ
剤
を
使
う
抄

紙
法
の
開
発
ま
で
に
は
、以
上
の
よ
う
な
経
緯
が
想
定
さ
れ
る
〔
町
田
誠
之
『
和

紙
の
伝
統
』
駸
々
堂
出
版
、
一
九
八
四
年
十
二
月
〕。
こ
の
よ
う
に
、
雁
皮
の
繊
維

の
粘
液
性
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
で
き
た
抄
紙
法
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
和
紙
界
で

「
町
田
学
説
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
紙
漉
桶
内
の
水
に
混
入
す
る
粘
液
性
物
質
の
量
を
増
や
し
、
は
じ

め
に
漉
き
枠
へ
と
汲
み
込
む
紙
料
液
は
少
量
に
し
て
、後
で
多
量
に
汲
み
込
み
、

漉
き
枠
を
上
下
に
何
回
も
揺
す
っ
て
脱
水
す
る
方
式
が
編
み
出
さ
れ
た
。
こ
う

す
る
と
、
切
断
し
な
い
楮
の
長
い
繊
維
で
も
紙
が
作
れ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に

残
っ
た
紙
料
液
を
外
に
放
り
出
す
（
捨
て
水
）
と
表
面
の
異
物
も
流
れ
出
て
、

チ
リ
の
少
な
い
良
い
紙
が
で
き
た
。
こ
の
抄
紙
法
を
、
近
年
で
は
「
流
し
漉
き

法
」（
75
）
と
称
す
る
。

（
50
）　
極
薄
紙
…
具
体
的
に
は
現
代
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
程
度
よ
り
薄
い
紙

で
、
主
に
楮
を
原
料
と
す
る
吉
野
紙
や
典
具
帖
な
ど
を
指
し
て
い
る
。
平
安
時

代
に
「
薄う
す
よ
う葉

」
と
呼
ば
れ
た
薄
い
紙
も
同
様
で
、
こ
れ
ら
は
雁
皮
で
作
ら
れ
て

い
る
。

（
51
）　
現
代
の
典
具
帖
…
「
カ
ゲ
ロ
ウ
の
羽
」
と
呼
ば
れ
る
程
に
薄
い
紙
で
、
こ
れ

を
漉
く
に
は
高
度
な
流
し
漉
き
の
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
。
現
在
、
こ
う
し
た

紙
を
漉
け
る
技
術
者
は
、
も
は
や
少
数
し
か
お
ら
ず
、
通
常
は
機
械
で
抄
紙
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
紙
の
用
途
と
し
て
は
、
漆
濾
し
紙
・
宝
石
や
貴
重
品
の

包
装
・
絵
画
の
修
復
や
表
装
の
裏
打
ち
な
ど
が
あ
る
。

（
52
）　
雁が
ん
ぴ皮
紙
…
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
植
物
の
樹
皮
か
ら
採
っ
た
繊
維
で
作
っ
た
紙
。

日
本
に
は
十
五
種
ほ
ど
の
雁
皮
が
生
育
し
て
い
る
が
、
九
州
地
方
に
多
い
ア
オ

ガ
ン
ピ
属
と
、
北
陸
・
東
海
以
西
に
あ
る
ガ
ン
ピ
属
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

は
、
奈
良
時
代
の
段
階
か
ら
、
和
紙
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
（
解
説

5
も
参
照
）。

　
ア
オ
ガ
ン
ピ
は
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ワ
イ
諸
島
な
ど
に
も

産
し
、
現
在
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
か
ら
和
紙
原
料
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
繊
維
形
態
は
円
筒
形
で
三
椏
に
類
似
し
て
、
紙
の
表
面
は
美
し
い
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が
雁
皮
特
有
の
チ
ャ
リ
ツ
キ
感
（
紙
の
鳴
り
）
が
乏
し
く
、
国
内
で
は
紙
へ
の

利
用
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　
雁
皮
は
、
現
在
、
本
州
東
北
部
を
除
い
た
地
域
（
多
く
は
温
泉
地
に
近
い
場

所
）
に
し
か
自
生
し
な
い
。
こ
の
こ
と
を
疑
問
に
感
じ
、
調
査
・
研
究
し
た
結

果
、
雁
皮
は
地
熱
が
あ
る
地
域
に
生
育
し
や
す
い
こ
と
が
判
明
し
た
（
た
と
え

ば
、
地
熱
の
低
い
富
士
山
周
辺
に
は
生
息
し
な
い
）。
こ
の
よ
う
に
成
育
条
件

が
厳
し
い
の
で
、
栽
培
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
天
然
自
生
の
も
の
を
採
取
せ

ざ
る
を
え
な
い
た
め
、
供
給
量
が
少
な
い
。

　
繊
維
の
形
態
は
偏
平
で
薄
く
、
粘
質
性
の
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
成
分
が
多
い
の

で
、
透
明
性
が
高
い
。
水
の
な
か
に
入
れ
る
と
、
紙
料
液
の
粘
度
を
高
め
、
簀

か
ら
の
水
漏
れ
を
遅
く
し
て
地
合
の
良
い
紙
が
で
き
る
。
紙
に
す
る
と
、
緊
度

が
高
く
、
光
沢
が
あ
り
、
美
し
い
紙
肌
の
強
い
紙
が
で
き
る
。
そ
の
特
性
か
ら
、

仮
名
文
字
が
書
き
や
す
い
の
で
、
た
と
え
ば
平
安
時
代
の
女
流
詩
人
た
ち
に
愛

用
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
、
宍
倉
佐
敏
『
和
紙
の
歴
史 

製
法
と
原
材
料
の
変
遷
』

〔
印
刷
朝
陽
会
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
〕
を
参
照
。

（
53
）　
繊
維
空
間
…
和
紙
は
長
さ
平
均
〇
．
八
㎜
、
幅
一
〇
μm
の
ワ
ラ
か
ら
、
長
さ

平
均
七
～
九
㎜
、
幅
三
〇
～
三
五
μm
の
楮
ま
で
、
多
種
類
の
形
態
を
し
た
植
物

繊
維
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
繊
維
は
、
長
さ
だ
け
で
な
く
、
繊
維
の

形
態
も
円
筒
形
や
偏
平
な
ど
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
作
成
し
た
紙
も

様
々
な
性
質
を
示
す
。

　
た
と
え
ば
雁
皮
や
ワ
ラ
の
よ
う
に
偏
平
な
繊
維
は
、
繊
維
と
繊
維
の
間
の
接

着
力
が
強
い
の
で
、
空
間
は
で
き
に
く
く
紙
は
硬
く
な
る
。
一
方
、
円
筒
形
の

繊
維
の
多
い
楮
や
三
椏
は
、
繊
維
間
の
接
着
力
が
弱
く
な
る
の
で
、
繊
維
と
繊

維
の
間
が
大
き
く
な
り
、
柔
ら
か
く
ソ
フ
ト
感
の
あ
る
紙
が
で
き
る
。

（
54
）　
ド
ー
サ
処
理
…
紙
の
表
面
加
工
の
一
種
と
し
て
、
表
面
に
ニ
カ
ワ
（
11
）
を

塗
布
し
、
墨
の
ニ
ジ
ミ
を
軽
減
す
る
方
法
が
あ
る
。
そ
の
加
工
技
法
を
基
礎
と

し
て
、
た
と
え
ば
日
本
画
の
よ
う
に
鮮
や
か
な
色
彩
の
顔
料
を
使
う
場
合
、
ニ

カ
ワ
に
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
加
え
て
紙
の
表
面
に
塗
布
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ニ
カ
ワ

だ
け
で
は
顔
料
が
表
面
繊
維
の
上
に
止
ま
り
に
く
く
、
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
加
え
る

こ
と
で
、
ニ
ジ
ミ
を
一
段
と
防
止
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
、「
ド
ー

サ
処
理
」
と
呼
ぶ
。
た
だ
し
、
ミ
ョ
ウ
バ
ン
に
は
硫
酸
塩
（
酸
性
）
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
ド
ー
サ
を
多
量
に
塗
布
し
た
り
、
ド
ー
サ
作
成
時
の
ミ
ョ
ウ
バ

ン
の
割
合
が
多
す
ぎ
る
と
、
紙
は
酸
性
化
し
、
後
年
に
酸
化
劣
化
（
36
）
が
生

じ
や
す
く
な
る
。

（
55
）　
未
蒸
解
繊
維
…
ア
ル
カ
リ
性
の
液
で
蒸
煮
し
た
植
物
繊
維
の
多
く
は
、
繊
維

の
間
に
存
在
す
る
リ
グ
ニ
ン
物
質
が
水
に
溶
出
し
や
す
く
変
化
し
て
い
る
。
し

か
し
、
植
物
の
成
育
中
に
受
け
た
虫
害
・
キ
ズ
・
雑
菌
な
ど
に
よ
り
、
部
分
的

に
ア
ル
カ
リ
に
変
化
し
に
く
い
（
＝
煮
え
な
い
）
繊
維
が
で
き
る
と
、
叩
打
や

分
散
作
業
を
経
て
も
単
繊
維
化
で
き
て
い
な
い
結
束
繊
維
の
生
じ
る
場
合
も
あ

る
。
通
常
、
こ
れ
ら
は
「
チ
リ
取
り
」
と
呼
ぶ
作
業
で
、「
異
物
」
と
し
て
除

去
さ
れ
る
が
、
除
去
し
に
く
い
細
か
い
植
物
繊
維
は
残
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を

「
未
蒸
解
繊
維
」
と
呼
ぶ
。

（
56
）　
未
分
散
繊
維
…
蒸
煮
さ
れ
た
植
物
繊
維
か
ら
、
薬
液
を
洗
滌
し
た
上
で
、「
叩

打
」作
業
や
、馬
鍬
と
呼
ば
れ
る
道
具
を
用
い
た「
分
散
」作
業
が
行
わ
れ
る
。「
叩

打
」
や
「
分
散
」
の
作
業
は
、
繊
維
を
一
本
一
本
に
分
離
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
し
か
し
、
叩
打
量
の
不
足
、
馬
鍬
の
揺
す
り
不
良
な
ど
で
単
繊
維
化
で

き
ず
に
、
数
本
の
繊
維
が
連
な
っ
た
状
態
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。「
未
蒸
解

繊
維
」
が
、
主
に
自
然
（
虫
害
・
キ
ズ
・
雑
菌
な
ど
）
の
影
響
で
煮
え
な
い
結

果
と
し
て
生
じ
た
繊
維
結
束
で
あ
る
の
に
対
し
、こ
の
「
未
分
散
繊
維
」
と
は
、

煮
え
て
は
い
る
が
分
散
作
業
の
不
足
か
ら
生
じ
た
繊
維
結
束
を
指
す
表
現
で
あ

る
。

（
57
）　
粗
紙
…
「
高
級
紙
」（
31
）
に
対
す
る
紙
で
、
紙
を
漉
く
明
確
な
目
的
や
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
な
い
紙
。
具
体
的
に
は
、
チ
リ
が
多
い
、
赤
茶
色
で
薄
い
、
地

合
構
成
が
悪
い
、
表
面
が
粗
い
な
ど
の
欠
点
が
目
立
つ
紙
で
、
小
型
の
紙
が
多
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い
（
技
術
の
低
い
漉
き
工
は
、
小
型
の
漉
き
枠
で
、
薄
い
紙
を
作
る
傾
向
が
あ

る
）。
現
在
で
も
、
紙
に
関
す
る
経
験
も
豊
富
で
視
野
が
広
い
人
が
、
高
級
紙

（
大
型
で
厚
い
紙
）
を
漉
く
こ
と
が
多
い
。
史
料
上
、「
白
麁
紙
」（「
某
年 

疏

紙
充
装
潢
帳
」『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
九

－

二
七
一
）
な
ど
と
み
え
る
も
の
が
、

こ
れ
に
あ
た
る
。

（
58
）　
繊
維
に
方
向
性
が
な
い
…
水
中
に
分
散
し
た
繊
維
は
水
の
流
れ
と
共
に
移
動

す
る
の
で
、「
流
し
漉
き
」の
繊
維
は
簀
の
上
で
水
の
流
れ
と
同
じ
方
向
に
並
ぶ
。

一
方
、紙
料
液
を
多
量
に
汲
み
込
ん
で
簀
桁
を
動
か
さ
な
い
「
溜
め
漉
き
」
は
、

水
の
流
れ
が
生
じ
ず
、
繊
維
も
移
動
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
成
紙
後
の
表
面

を
観
察
し
て
も
、
紙
漉
の
際
に
繊
維
の
動
い
た
形
跡
は
確
認
で
き
な
い
。

（
59
）　
フ
ケ
（
蒸
れ
）
…
湿
紙
を
乾
燥
さ
せ
る
と
、
紙
の
繊
維
は
、
湿
紙
時
に
比
べ

横
方
向
に
縮
ん
だ
状
態
に
な
る
。
こ
の
紙
を
蔵
な
ど
湿
気
の
多
い
場
所
に
長
期

間
保
管
し
て
お
く
と
、
湿
気
の
多
い
時
期
（
梅
雨
期
な
ど
）
に
空
気
中
の
水
分

を
紙
が
吸
収
し
て
、
繊
維
が
再
び
膨
潤
す
る
。
直
ち
に
水
分
を
除
去
す
れ
ば
問

題
な
い
が
、
繊
維
が
膨
潤
し
た
ま
ま
の
状
態
が
長
期
間
続
く
と
、
繊
維
内
部
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
水
分
が
酸
化
し
て
、
繊
維
の
最
も
柔
ら
か
い
内
側
の
部
分
か

ら
崩
壊
し
、
外
側
の
部
分
だ
け
残
り
、
紙
は
フ
ヤ
ケ
タ
状
態
に
な
る
。
こ
う
し

て
紙
の
繊
維
間
結
合
力
が
低
下
す
る
と
、
最
終
的
に
繊
維
は
粉
末
状
に
な
り
、

紙
は
崩
壊
す
る
。
図
書
館
な
ど
乾
燥
し
た
場
所
で
生
じ
る
一
般
的
な
酸
化
劣
化

に
対
し
、こ
の
よ
う
に
湿
度
の
高
い
場
所
で
起
き
る
酸
化
劣
化
（
36
）
を
「
フ
ケ
」

と
い
う
。

　「
流
し
漉
き
法
」
で
漉
か
れ
た
紙
は
、
繊
維
の
方
向
が
一
方
向
に
並
び
や
す

い
の
で
、
水
分
を
吸
収
し
た
際
に
繊
維
が
横
方
向
に
大
き
く
膨
潤
し
、
水
分
保

持
時
間
が
長
く
な
る
と
フ
ケ
や
す
い
。
一
方
、「
溜
め
漉
き
法
」
で
漉
か
れ
た

紙
は
繊
維
の
方
向
性
が
少
な
い
の
で
、
繊
維
は
縦
横
に
並
び
、
膨
潤
が
分
散
さ

れ
る
の
で
フ
ケ
に
く
い
。
同
様
に
、太
く
繊
維
壁
が
厚
い
楮
や
針
葉
樹
繊
維
は
、

一
旦
、
膨
潤
し
て
し
ま
う
と
水
分
保
持
が
長
く
な
る
の
で
フ
ケ
や
す
い
。

（
60
）　
表
面
加
工
…
紙
の
繊
維
は
「
親
水
性
」
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
水
を
含
ん
だ

墨
な
ど
で
文
字
を
書
く
た
め
に
は
、
表
面
を
「
疎
水
性
」
に
加
工
す
る
（
墨
の

ニ
ジ
ミ
を
抑
制
す
る
）必
要
が
あ
る
。こ
の
作
業
を
、「
表
面
加
工
」と
表
現
す
る
。

　
親
水
性
を
押
さ
え
る
た
め
に
は
、
紙
の
繊
維
空
間
（
53
）
を
埋
め
る
作
業
を

行
う
。
具
体
的
に
は
、
湿
ら
せ
た
紙
を
木
槌
な
ど
で
叩
く
「
打
紙
」（
9
）
や
、

紙
の
表
面
を
石
や
牙
な
ど
で
磨
く
「
瑩
紙
」（
22
）
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
作
業
だ
け
で
な
く
、
ニ
カ
ワ
（
11
）
を
塗
布
し
た
り
、
さ
ら
に
強

い
ニ
ジ
ミ
防
止
の
た
め
に
ド
ー
サ
（
54
）
を
塗
布
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
古
代

日
本
に
お
け
る
製
紙
の
場
合
、
今
回
の
調
査
事
例
の
な
か
で
も
、
天
平
宝
字
二

年
（
七
五
八
）
の
「
新
羅
飯
万
呂
請
暇
解
」（H

－68

）
を
は
じ
め
、
ニ
カ
ワ
を

塗
布
し
た
と
思
わ
れ
る
事
例
は
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
加
工
は
、
お
そ
ら
く

製
紙
技
術
が
日
本
に
伝
来
し
た
後
、
か
な
り
早
い
段
階
で
、
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
他
、
速
い
運
筆
で
仮
名
文
字
を
書
く
紙
や
、
簡
単
な
木
版
印
刷
を
す
る

紙
の
場
合
に
は
、
デ
ン
プ
ン
液
な
ど
が
塗
布
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
表
面
を
加
工
し
た
紙
を
「
熟
紙
」（「
某
年
六
月
八
日 

大
隅
公

足
状
」『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
一
六

－

五
五
五
）
と
呼
び
、
表
面
を
加
工
し

て
い
な
い
紙
を
「
素
紙
」
と
呼
ぶ
。

（
61
）　
墨
が
沈
ん
で
い
る
…
何
ら
か
の
表
面
加
工
を
し
て
な
い
紙
は
、
墨
で
文
字
を

書
く
と
ニ
ジ
ミ
が
生
じ
る
。
ま
た
書
い
た
当
初
、
墨
は
紙
の
繊
維
の
上
に
あ
る

が
、長
い
年
月
の
間
に
空
気
中
の
水
分
を
吸
収
し
て
墨
の
粘
度
が
低
下
す
る
と
、

表
面
の
繊
維
か
ら
離
れ
、
親
水
性
の
繊
維
が
多
い
（
＝
表
面
加
工
の
影
響
が
少

な
い
）
内
部
に
移
動
す
る
。
こ
の
結
果
、
表
面
の
繊
維
に
付
着
し
た
墨
は
減
少

し
て
、
繊
維
の
な
か
に
沈
ん
で
見
え
る
（
表
面
の
墨
が
か
す
れ
て
失
わ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
）。

（
62
）　
大
型
の
未
分
散
繊
維
…
蒸
煮
・
洗
滌
・
チ
リ
取
り
の
作
業
を
済
ま
せ
た
繊
維

原
料
は
、
丁
寧
に
分
散
し
て
良
質
の
紙
を
漉
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
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中
世
以
後
に
は
、
故
意
に
充
分
な
分
散
を
し
な
い
で
、
未
分
散
繊
維
を
模
様
状

に
見
せ
た
紙
も
作
ら
れ
て
い
た
（
現
代
の
大
礼
紙
が
、
こ
れ
と
同
じ
製
法
で
あ

る
）。
た
だ
し
、
こ
の
資
料
の
場
合
、
文
書
の
内
容
か
ら
推
測
す
る
に
芸
術
性

を
求
め
た
の
で
な
く
、
単
に
漉
き
工
が
充
分
な
分
散
を
怠
っ
た
事
例
と
考
え
て

良
い
。

（
63
）　
ソ
フ
ト
感
…
洋
紙
は
、
植
物
繊
維
を
機
械
で
叩
い
て
、
繊
維
間
が
緊
密
に
な

る
よ
う
製
造
し
て
あ
る
の
で
、
硬
く
て
冷
た
い
印
象
を
与
え
る
。
一
方
、
和
紙

は
、
植
物
繊
維
の
性
質
や
形
態
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
た
紙
で
あ
る
か
ら
、
柔
ら

か
く
、
温
か
く
、
指
先
で
表
面
を
擦
る
と
壊
れ
そ
う
な
感
覚
が
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
、「
ソ
フ
ト
感
」
と
表
現
す
る
。

（
64
）　
胡こ
ふ
ん粉

…
貝
殻
を
焼
い
て
粉
に
し
た
も
の
に
、
ニ
カ
ワ
な
ど
を
混
ぜ
て
、
紙
の

表
面
に
塗
布
し
た
も
の
。
こ
れ
を
塗
布
す
る
こ
と
で
、
紙
の
白
色
度
が
向
上
す

る
。
主
に
、
絵
画
を
描
く
た
め
の
紙
に
使
わ
れ
た
。
古
代
の
紙
で
胡
紛
を
塗
布

し
た
実
例
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
聖
武
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
扁
平

な
マ
ユ
ミ
で
漉
い
た
紙
を
打
紙
し
、
さ
ら
に
胡
紛
を
塗
布
し
て
筆
記
性
を
一
層

改
善
し
た
最
高
級
の
紙
で
あ
る
〔
宍
倉
佐
敏
「
科
学
の
眼
で
見
た
奈
良
朝
古
写
経

料
紙
」『
水
茎
』
二
八
、二
〇
〇
〇
年
三
月
〕。

（
65
）　
鉱
物
…
薄
い
紙
は
透
明
性
が
高
く
、
表
面
に
書
写
し
た
文
字
な
ど
が
裏
か
ら

透
け
て
見
え
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
、通
常
は
紙
料
液
に
米
粉
・

米
糊
な
ど
を
混
入
さ
せ
る
が
、
白
土
・
石
灰
・
滑
石
な
ど
の
鉱
物
を
、
紙
の
な

か
に
漉
き
混
む
場
合
も
あ
っ
た
。

（
66
）　
紙
と
利
用
者
の
地
位
…
紙
は
古
く
か
ら
使
う
人
の
地
位
・
人
格
・
教
養
・
家

柄
な
ど
を
示
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
紙
背
に
見
え
る
十
三
世
紀
の
書
状
も
、
当

時
の
上
流
階
層
が
使
う
に
ふ
さ
わ
し
い
高
白
色
の
萱
簀
漉
き
楮
紙
で
良
質
紙
と

い
え
る
。
な
お
人
々
の
利
用
す
る
紙
の
質
は
、
そ
の
属
す
る
社
会
階
層
を
反
映

す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
「
吉
続
記
」（H

－743

－463

－2

）
の
場
合
、
社
会
的
地
位
に
そ
れ
ほ

ど
差
の
な
い
人
々
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
書
状
は
、
差
し
出
し
主
体
の
別
に

か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
同
質
紙
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
う
し
た
傾
向
を
具
体
的
に
示

し
て
い
る
点
で
、
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
利
用
者
の
社
会
的
地
位
と
、
紙
質

の
相
関
関
係
に
関
し
て
は
、宍
倉
佐
敏
「
紙
漉
の
技
術
に
み
る
中
世
の
古
文
書
」

〔『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
一
三
、二
〇
〇
〇
年
十
月
〕
も
参
照
。

（
67
）　
米
糊
…
紙
繊
維
間
に
米
糊
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
採
取
し
た
紙
繊
維
に
試
薬

を
加
え
た
上
で
、
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
際
、
デ
ン
プ
ン
反
応
が
生
じ
る
こ
と
に

よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
し
か
し
米
粉
の
場
合
と
異
な
り
、
米
糊
は
一
定
の
固
形

で
な
く
、
不
定
形
に
凝
集
し
て
い
る
。
一
般
に
、
米
糊
は
糯
米
（
ア
ミ
ロ
ペ
ク

チ
ン
）
の
赤
味
の
あ
る
青
色
に
反
応
す
る
こ
と
か
ら
、
米
粉
の
場
合
と
は
異
な

り
、
黴
な
ど
で
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
餅
な
ど
を
粉
砕
し
て
、
紙
漉
の
際
に
紙

料
液
へ
混
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
68
）　
苧ち
ょ
ま麻

…
中
国
や
エ
ジ
プ
ト
で
、
古
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
重
要
な
衣
料
用

繊
維
。
日
本
で
も
大
麻
同
様
に
古
く
か
ら
衣
料
用
に
使
わ
れ
、
夏
期
に
冷
感
を

覚
え
る
の
で
、湿
度
が
高
い
日
本
で
は
夏
の
衣
料
の
素
材
と
し
て
重
用
さ
れ
た
。

苧
麻
は
、
単
繊
維
の
長
さ
が
平
均
一
五
〇
㎜
と
楮
の
一
五
～
二
〇
倍
も
あ
る
の

で
、
紙
に
す
る
際
は
三
～
六
㎜
前
後
に
切
断
し
た
上
で
、
そ
の
繊
維
を
充
分
叩

打
し
て
漉
き
、
成
紙
後
に
は
表
面
を
打
紙
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

製
紙
工
程
で
手
間
が
か
か
る
と
い
う
大
き
な
欠
点
が
あ
る
の
で
、
後
に
は
加
工

が
簡
単
な
楮
を
原
料
と
す
る
紙
に
代
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
69
）　
外
観
は
良
質
紙
…
一
見
、
白
く
、
チ
リ
が
少
な
く
、
繊
維
の
流
れ
も
均
一
に

見
え
る
打
紙
で
あ
る
。
し
か
し
、
紙
を
透
か
し
て
見
る
と
地
合
が
悪
く
、
漉
き

工
の
技
術
が
劣
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。「
秦
公
永
吉
解
」（H

－794

）の
場
合
、

地
合
の
悪
さ
を
打
紙
す
る
こ
と
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
70
）　
溜た

め
漉す

き
風
…
「
流
し
漉
き
」
の
製
法
で
漉
い
た
紙
は
、
繊
維
の
方
向
性
が

分
か
り
や
す
い
。
一
方
、「
溜
め
漉
き
」は
厚
紙
を
漉
く
の
に
適
す
る
方
式
だ
が
、

薄
く
て
地
合
の
良
い
紙
は
作
り
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
繊
維
の
方
向
性
が
少
な
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く
地
合
の
良
い
薄
い
紙
は
、
基
本
的
に
「
流
し
漉
き
」
の
製
法
で
作
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
民
首
田
次
麻
呂
解
」（H

－939

）
の
場
合
、
繊
維

の
方
向
性
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
比
較
的
紙
厚
が
薄
い
点
を
、「
溜
め
漉
き
風
」

と
表
現
し
た
。

（
71
）　
重
さ
…
紙
の
基
礎
性
質
の
一
つ
で
、
和
紙
の
場
合
は
匁も
ん
め（

単
位
）
で
表
す
。

た
だ
し
和
紙
の
大
き
さ
に
、
全
国
一
律
の
基
準
は
な
く
、
漉
き
手
個
人
や
地
方

（
生
産
地
毎
）
に
よ
る
枠
の
大
き
さ
で
重
さ
も
ま
ち
ま
ち
な
の
で
、
数
値
に
曖

昧
な
点
が
多
い
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
和
紙
の
工
業
的
な
大
量
生
産
を
難
し
く

す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
72
）　
破
損
部
…
紙
が
、
漉
か
れ
た
当
初
の
ま
ま
の
状
態
に
な
い
部
分
。
意
図
的
に

切
ら
れ
た
り
破
ら
れ
た
も
の
、
虫
な
ど
に
喰
わ
れ
た
も
の
、
フ
ケ
に
よ
り
破
壊

し
た
も
の
、
酸
化
劣
化
し
た
も
の
な
ど
あ
る
。
こ
の
紙
の
場
合
、
何
か
の
事
情

で
意
図
的
に
破
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
73
）　
綺
麗
な
紙
…
装
飾
し
た
キ
ラ
ビ
ヤ
カ
な
紙
も
「
綺
麗
な
紙
」
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
紙
本
来
の
姿
か
ら
、
色
合
い
・
繊
維
の
流
れ
具
合
・
チ
リ
な
ど
の
異
物

の
有
無
・
地
合
の
構
成
・
表
面
の
平
滑
性
な
ど
、
紙
の
総
合
的
評
価
が
高
い
紙

を
こ
の
よ
う
に
表
現
す
る
。

（
74
）　
レ
チ
ン
グ
（
醗は
っ
こ
う
せ
い
れ
ん

酵
精
錬
）
…
麻
類
は
、
伐
採
後
、
清
流
に
浸
漬
す
る
と
、
表

皮
と
茎
部
が
剝
離
し
や
す
く
な
り
、長
い
麻
糸
の
基
が
で
き
る
。
同
じ
よ
う
に
、

木
灰
液
な
ど
で
蒸
煮
し
た
楮
を
、
三
～
六
ヶ
月
間
、
桶
な
ど
に
浸
け
て
お
く
と
、

楮
繊
維
に
付
着
し
て
い
た
不
純
物
は
醗
酵
菌
に
よ
っ
て
消
滅
し
、
楮
の
純
粋
な

繊
維
だ
け
が
残
り
、
白
色
に
な
る
。
中
世
頃
ま
で
は
、
こ
の
方
法
で
白
色
紙
を

作
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
製
法
で
作
ら
れ
た
紙
は
強
度
が

低
下
す
る
こ
と
に
加
え
、
醗
酵
に
時
間
が
か
か
る
た
め
生
産
効
率
が
悪
く
、
生

産
性
を
重
視
す
る
近
世
ま
で
に
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
こ
う
し
た
製
法
は
日
本
独
特
の
も
の
で
は
な
く
、た
と
え
ば
中
国
で
は
、

水
に
石
灰
を
加
え
た
大
き
な
槽
に
若
竹
を
入
れ
、
三
～
六
ヶ
月
放
置
し
て
レ
チ

ン
グ
し
た
後
、
石
灰
液
で
煮
て
竹
紙
を
作
っ
て
い
た
。
ま
た
西
洋
で
は
、
コ
ッ

ト
ン
に
水
や
腐
敗
し
た
牛
乳
・
人
尿
な
ど
を
か
け
、
レ
チ
ン
グ
し
て
紙
を
作
っ

て
い
た
。

（
75
）　
流
し
漉
き
…
紙
漉
の
製
法
の
一
つ
で
、
そ
の
手
順
は
以
下
の
通
り
。

　
ま
ず
、
漉
き
槽
に
叩
打
・
洗
滌
し
た
原
料
繊
維
を
入
れ
、
充
分
に
攪
拌
し
た

後
、
ネ
リ
剤
（
粘
度
の
あ
る
液
体
）
を
加
え
て
再
び
攪
拌
し
て
紙
料
液
を
完
成

さ
せ
る
。
つ
ぎ
に
、
簀
を
挟
ん
だ
漉
き
枠
で
、
最
初
は
浅
く
少
量
の
液
を
汲
み

込
み
、
簀
全
体
に
繊
維
を
行
き
渡
ら
せ
る
（
こ
れ
を
「
初
水
」・「
化
粧
水
」
と

呼
ぶ
）。
そ
の
後
、深
く
多
量
に
液
を
汲
み
込
み
、前
後
に
大
き
く
、場
合
に
よ
っ

て
は
左
右
に
も
揺
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
（
こ
れ
を
「
調
子
」
と
呼
ぶ
）。
繊

維
層
が
適
当
な
厚
さ
に
な
っ
た
時
、
枠
内
に
あ
る
紙
料
液
を
流
し
出
す
（
こ
れ

を
「
捨
て
水
」
と
呼
ぶ
）。
こ
の
結
果
、
繊
維
は
上
下
方
向
に
流
れ
、
表
面
に

は
異
物
が
残
ら
な
い
紙
が
で
き
る
。
漉
き
枠
内
は
常
に
流
れ
が
あ
る
の
で
繊
維

に
動
き
が
あ
り
、成
紙
後
の
繊
維
は
一
方
向
に
流
れ
て
い
る
。
こ
の
製
法
を「
流

し
漉
き
」
と
呼
ぶ
。
長
い
繊
維
（
漉
き
枠
を
揺
す
ら
な
い
「
溜
め
漉
き
」
で
は

凝
集
し
や
す
い
）
を
漉
く
の
に
適
し
て
い
る
。

（
76
）　
繊
維
が
長
い
…
和
紙
の
原
料
と
な
る
植
物
繊
維
は
、
最
も
長
い
苧
麻
が
平
均

一
五
〇
㎜
、
短
い
ワ
ラ
は
平
均
〇
．
八
㎜
、
楮
は
平
均
七
～
九
㎜
、
三
椏
・
雁

皮
は
平
均
四
㎜
前
後
で
あ
る
。
和
紙
の
関
係
者
は
三
椏
・
雁
皮
を
標
準
に
す
る

の
に
対
し
、
洋
紙
の
関
係
者
は
三
㎜
平
均
の
針
葉
樹
パ
ル
プ
を
基
準
に
、
原
料

繊
維
の
長
さ
を
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。

（
77
）　
未
蒸
じ
ょ
う
か
い解の
チ
リ
…
蒸
煮
薬
剤
で
煮
え
て
い
な
い
繊
維
の
塊
。「
チ
リ
」
と
は

繊
維
以
外
の
異
物
で
、
ふ
つ
う
は
チ
リ
取
り
作
業
で
除
去
す
る
。
し
か
し
、
繊

維
と
同
質
の
細
か
い
未
蒸
解
繊
維
は
、
蒸
解
繊
維
と
絡
ま
り
除
去
し
に
く
い
の

で
、「
チ
リ
」
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
異
物
は
ク
ワ
樹
皮
に
多
い
。

（
78
）　
繊
維
分
散
…
叩
打
さ
れ
た
原
料
繊
維
を
漉
き
槽
に
入
れ
、
棒
や
馬
鍬
で
分
散

し
て
単
繊
維
化
す
る
こ
と
。
繊
維
分
散
の
作
業
が
充
分
さ
れ
る
と
、
繊
維
一
本
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一
本
は
独
立
す
る
の
で
、
水
や
ネ
リ
剤
な
ど
に
馴
染
み
、
地
合
の
良
い
綺
麗
な

紙
が
で
き
る
。
分
散
が
悪
い
と
、
数
本
の
繊
維
が
絡
み
合
っ
た
り
固
着
し
た
り

す
る
の
で
、
凸
凹
の
あ
る
地
合
の
良
く
な
い
粗
い
紙
に
な
る
。

（
79
）　
淡
い
茶
色
紙
…
木
灰
液
で
蒸
煮
し
た
楮
の
紙
を
充
分
に
洗
滌
す
る
と
、
主
に

黄
色
の
非
繊
維
細
胞
が
流
出
し
て
、
わ
ず
か
に
赤
味
を
帯
び
る
上
品
な
色
合
い

の
紙
に
な
る
。

（
80
）　
良
質
紙
…
白
色
で
、
チ
リ
が
な
く
、
表
面
に
ソ
フ
ト
感
が
あ
り
、
地
合
が
良

い
紙
。「
上
紙
4

4

九
百
張
直〈
張
別
二
文
〉」（「
天
平
宝
字
六
年 

造
石
山
院
所
解
」『
大

日
本
古
文
書
』
編
年
五

－

三
二
九
）
な
ど
、奈
良
時
代
の
史
料
に
記
さ
れ
た
「
上

紙
」
も
、
同
質
の
紙
を
指
し
た
表
現
だ
ろ
う
。

（
81
）　
叩こ
う
だ打

…
蒸
煮
し
た
だ
け
の
植
物
繊
維
は
単
繊
維
に
分
離
せ
ず
、
弱
い
結
合
力

で
結
束
し
て
い
る
。
こ
の
結
束
を
解
く
た
め
、
木
棒
・
木
槌
な
ど
で
原
料
繊
維

を
叩
い
て
結
合
力
を
弱
め
、
繊
維
分
散
を
容
易
に
す
る
（
地
域
に
よ
っ
て
は
、

こ
の
作
業
を
「
打
解
」
と
呼
ぶ
）。
な
お
、「
溜
め
漉
き
」
の
製
法
で
、
切
断
し

た
繊
維
を
叩
打
す
る
の
に
は
、
繊
維
の
フ
ィ
ブ
リ
ル
化
（
枝
状
化
）
を
促
進
し

て
粘
性
を
高
め
る
目
的
も
あ
る
。

（
82
）　
分
散
…
繊
維
分
散
と
同
一
の
こ
と
だ
が
、
製
紙
工
程
で
使
わ
れ
る
「
分
散
」

と
い
う
表
現
は
、
紙
料
液
を
簀
の
上
に
汲
み
込
む
直
前
の
紙
料
液
内
に
お
け
る

繊
維
の
流
動
状
態
や
、最
初
の
汲
み
込
み
（
初
水
）
の
繊
維
が
簀
の
上
に
広
が
っ

た
状
態
も
含
む
。

（
83
）　
地じ
あ
い合
が
良
く
な
い
…
「
地
合
が
良
い
」
の
反
対
語
。
紙
を
透
か
し
た
際
、
繊

維
の
分
散
が
不
均
一
で
、
部
分
的
に
紙
の
厚
薄
が
見
え
る
状
態
を
指
す
。
地
合

が
悪
い
と
紙
に
凸
凹
が
で
き
、
毛
筆
な
ど
に
よ
る
書
写
や
、
金
属
版
な
ど
を
用

い
た
印
刷
に
支
障
を
き
た
す
。

（
84
）　
雑
な
流
し
漉
き
…
流
し
漉
き
は
、
ネ
リ
剤
を
加
え
た
紙
料
液
を
枠
内
で
動
か

し
、
流
す
こ
と
に
よ
り
脱
水
を
速
く
し
て
い
る
。
ネ
リ
剤
の
量
や
流
す
速
度
に

よ
っ
て
出
来
上
が
り
の
紙
質
が
異
な
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
ネ
リ
剤
を
減
ら

し
た
り
、
漉
き
枠
内
の
水
の
流
れ
を
速
く
し
た
り
す
れ
ば
、
紙
の
生
産
速
度
は

高
ま
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
作
ら
れ
た
紙
の
繊
維
は
同
一
方
向
に
流
れ
、
地

合
の
良
く
な
い
紙
に
な
っ
て
し
ま
う
。

（
85
）　
簀
痕
…
紙
を
漉
い
た
時
に
使
わ
れ
た
道
具
（
萱
簀
・
竹
簀
・
紗
・
金
網
）
で

生
ま
れ
る
漉
き
模
様
。
萱
や
竹
ヒ
ゴ
を
編
ん
だ
絹
糸
の
模
様
も
あ
る
。
簀
痕
を

観
察
す
る
こ
と
で
、
簀
の
材
質
や
太
さ
の
ほ
か
、
編
み
糸
の
幅
や
糸
の
太
さ
な

ど
を
手
懸
か
り
に
、
漉
か
れ
た
時
代
・
地
方
・
漉
き
方
・
原
材
料
な
ど
ま
で
推

定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
た
と
え
ば
「
弘
法
大
師
御
遺
告
」（H

－743

－176

）
は
、
奥
書
な
ど
が
み
え
ず

成
立
や
伝
来
は
不
明
だ
が
、
簀
目
な
ど
が
高
野
紙
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
高
野
山
周
辺
で
漉
か
れ
た
紙
を
用
い
た
写
本
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。な
お
中
世
初
期
の
高
野
山
周
辺
で
こ
の
種
の
紙
が
漉
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、

「
高
野
三
股
由
来
記
」（H

－743

－260

）
の
よ
う
な
同
時
代
資
料
に
よ
っ
て
確
認

が
可
能
で
あ
る
。

（
86
）　
非
繊
維
細
胞
…
植
物
は
、
繊
維
（
セ
ル
ロ
ー
ス
）
の
ほ
か
に
、
リ
グ
ニ
ン
・

ペ
ク
チ
ン
・
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
魚
の
場
合

に
例
え
る
と
、
繊
維
は
「
骨
」
で
約
五
割
、
リ
グ
ニ
ン
や
ペ
ク
チ
ン
は
「
肉
」

で
三
割
前
後
、
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
は
「
筋
」
や
「
血
管
」
で
二
割
前
後
の
割
合

で
存
在
し
て
い
る
。

　
ア
ル
カ
リ
に
比
較
的
弱
い
リ
グ
ニ
ン
は
、
木
灰
や
石
灰
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
液

の
作
用
で
水
に
溶
解
し
や
す
く
な
る
。
一
方
、
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
は
多
種
類
が

混
合
し
て
い
て
、
繊
維
や
リ
グ
ニ
ン
に
絡
み
合
っ
て
水
に
溶
解
し
に
く
い
種
類

や
、
繊
維
に
定
着
し
て
紙
の
繊
維
接
着
に
貢
献
し
て
い
る
種
類
な
ど
も
あ
る
。

　
蒸
煮
を
完
了
し
た
原
料
繊
維
は
、
叩
打
す
る
こ
と
で
繊
維
と
繊
維
以
外
の
物

質
を
分
離
し
て
、
そ
の
後
、
水
で
溶
出
す
る
物
質
は
洗
滌
作
業
の
過
程
で
流
れ

出
る
。
た
だ
し
、
蒸
煮
・
叩
打
・
洗
滌
の
不
足
な
ど
が
原
因
で
、
繊
維
の
周
り

に
付
着
し
た
繊
維
以
外
の
物
質
が
紙
の
な
か
に
残
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
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物
質
を
「
非
繊
維
細
胞
」
と
総
称
す
る
が
、
そ
の
多
く
は
蒸
煮
・
洗
滌
不
足
に

起
因
す
る
リ
グ
ニ
ン
物
質
で
あ
る
。

（
87
）　
墨
の
ノ
リ
が
良
い
…
書
写
し
た
墨
が
、
紙
の
繊
維
の
上
に
し
っ
か
り
と
ノ
ッ

テ
い
る
（
定
着
し
て
い
る
）
状
態
の
料
紙
の
こ
と
。
ニ
カ
ワ
液
を
使
っ
て
打
紙

し
た
紙
や
、
適
度
な
ド
ー
サ
処
理
が
さ
れ
た
紙
で
は
、
特
に
墨
の
ノ
リ
が
良
い
。

（
88
）　
三
㎝
に
十
三
本
の
萱
簀
…
簀
痕
に
よ
り
、
使
わ
れ
た
簀
の
材
質
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
三
㎝
内
に
何
本
の
簀
痕
が
見
え
る
か
が
目
安
に
な
る
。「
中
右
記

部
類
」（H

－1555

）
の
第
十
八
紙
の
場
合
は
、
十
三
本
見
ら
れ
る
の
で
萱
簀
と

推
定
し
た
。
今
回
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
た
と
え
ば
萱
簀
は
十
三
～
十
四
本
、

竹
簀
は
十
七
～
十
九
本
、
中
国
産
の
竹
紙
（
竹
簀
）
は
三
十
二
～
三
十
四
本
の

簀
目
が
見
ら
れ
た
。

（
89
）　
キ
ハ
ダ
染
め
…
キ
ハ
ダ
は
ミ
カ
ン
科
の
落
葉
高
木
。
そ
の
樹
皮
か
ら
抽
出
し

た
黄
色
の
染
色
剤
は
、
防
虫
性
が
高
い
と
さ
れ
〔
河
田
貞
「
和
紙
文
化
と
仏
教
」

『
別
冊
太
陽 

四
〇 

和
紙
』
一
九
八
二
年
夏
〕、
紙
に
塗
布
さ
れ
た
。
し
か
し
、
キ

ハ
ダ
の
残
留
物
は
Ｃ
染
色
液
で
紫
色
に
反
応
す
る
の
で
デ
ン
プ
ン
質
に
近
似

す
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
紙
を
喰
う
虫
た
ち
に
は
反
対
に
好
ま
れ
た
可

能
性
す
ら
あ
る
〔
宍
倉
佐
敏
「
科
学
の
眼
で
見
た
奈
良
朝
古
写
経
料
紙
」『
水
茎
』

二
八
、二
〇
〇
〇
年
三
月
〕。

　
キ
ハ
ダ
染
め
さ
れ
た
紙
の
多
く
が
仏
典
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
灯
り
の

少
な
い
場
所
で
文
字
を
読
む
に
は
、表
面
が
鮮
や
か
な
黄
色
と
な
る
キ
ハ
ダ（
植

物
染
料
の
な
か
で
も
数
少
な
い
塩
基
性
染
料
）
を
塗
布
す
る
と
、
黒
い
墨
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
文
字
が
見
え
や
す
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
な
お
、
こ
の
紙
は
麻
紙
を
キ
ハ
ダ
染
め
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
楮
紙
を
キ

ハ
ダ
染
め
し
た
紙
も
多
い
。

（
90
）　
丁
寧
な
作
り
…
手
造
り
の
紙
は
、
量
産
す
る
こ
と
を
中
心
に
考
え
る
と
、
原

料
の
蒸
煮
・
叩
打
・
洗
滌
・
チ
リ
取
り
な
ど
の
作
業
を
手
抜
き
し
た
り
、
流
し

漉
き
の
工
程
で
ネ
リ
剤
の
使
用
量
を
減
少
さ
せ
て
脱
水
を
早
く
し
た
り
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

　
経
験
や
技
術
の
乏
し
い
漉
き
工
が
、「
紙
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
も
の
で
も
い
い
」

と
い
う
安
易
な
考
え
で
、
手
抜
き
を
繰
り
返
し
て
量
産
を
目
指
し
た
紙
（
近
世

に
多
い
）
は
、
地
合
が
悪
い
、
チ
リ
が
多
い
、
変
色
が
早
い
、
紙
が
硬
い
な
ど

の
欠
点
が
目
立
つ
。
こ
れ
に
対
し
、
経
験
や
技
術
力
の
あ
る
漉
き
工
の
漉
い
た

紙
は
、
全
工
程
に
手
抜
き
が
な
く
、
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ソ
フ
ト
感

の
あ
る
良
質
な
紙
と
な
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
和
紙
、
紙
漉
、
古
文
書
・
古
典
籍
料
紙
、
古
代
・
中
世
紙

（
付
言
） 

本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
初
頭
に
宍
倉
氏
が
執
筆
し
た
論
文
に
、
渡
辺
滋
が

手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
付
言
し
て
お
く
と
、
拙
稿
「
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
古
代
史
料
に
関
す
る
書
誌
的
検
討
」〔『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』
一
五
三
、二
〇
〇
九
年
十
二
月
〕
に
お
い
て
提
示
し
た
紙
質
情

報
は
、
二
〇
〇
九
年
一
月
ま
で
の
暫
定
的
な
調
査
結
果
を
基
に
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
た
と
え
ば
「
栄
山
寺
系
Ａ
」〔
二
四
八
頁 

下
段
〕
と
呼
称
し
た
文
書

群
の
紙
質
に
関
し
て
「
桑
ら
し
い
繊
維
」
と
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
繊
維
に
関
し
て
、
宍
倉
氏
は
再
調
査
（
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）

の
結
果
、「
楮
か
」
と
見
解
を
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
拙
稿
と
、
今
回
の

宍
倉
論
文
に
お
い
て
相
違
が
存
在
す
る
場
合
、
後
者
を
優
先
し
て
い
た
だ
き
た

い
（
元
・
本
館
外
来
研
究
員
　
渡
辺
滋
）。

（
宍
倉
ペ
ー
パ
ー
・
ラ
ボ
責
任
者
、
女
子
美
術
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
）

（
二
〇
一
〇
年
二
月
二
四
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
五
月
二
五
日
審
査
終
了
）


